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午後３時００分開会 

 

○教育長 それでは、ただいまから本年第６回足立区教育委

員会定例会を開会いたします。 

  本日の出席委員数は、定足数であります。 

  よって、会議は成立をいたします。 

  これより審議に入ります。 

 

―───────◇──────── 

 

○教育長 初めに、会議録署名員の指名をいたします。 

  本日の会議録署名員に、小関委員、早川委員をご指名い

たしますので、どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

  審議の都合上、初めに日程第７、第３０号議案を議題と

いたします。 

  日程第７、第３０号議案は、足立区教育委員会会議規則

第１４条第１項の但し書きによる人事に関する件であり

ますので、非公開の会議としたいと思います。 

  お諮りいたします。 

  第３０号議案につきまして、非公開とすることに賛成の

方の挙手をお願いします。 

（挙手全員） 

○教育長 挙手全員であります。 

  よって、本議案につきましては、非公開とさせていただ

きます。 

  大変申し訳ありません。傍聴人の方は議場より一時ご退

席をお願いいたします。またお声かけをさせていただきま

すので、よろしくお願いします。 

（傍聴人退席） 

   

---------（非公開議案審議中）--------- 

 

（傍聴人入場） 

○教育長 次に、日程第１を議題といたします。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第１、第２４号議案「足立区青少

年問題協議会条例施行規則の一部を改正する規則の送付

について」以上。 

○教育長 第２４号議案について、上遠野子ども家庭部長か

ら説明をお願いします。 

○子ども家庭部長 資料の４ページをお開きください。 

  第２４号議案の資料でございます。件名、所管部課名は

記載のとおりでございます。 

  青少年問題協議会につきましては、青少年の健全育成を

目的に設置されている委員会でございます。今回、青少年

の貧困、いじめ、非行対策の分野により、専門性のある委

員を選定するということで、５ページの別表にもございま

すとおり、これまで生涯学習振興公社の事務局長が入って

おりましたけれども、そちらを東京少年鑑別所長に変更す

るものでございます。 

  東京少年鑑別所につきましては、令和元年度に小菅の拘

置所に分室ができまして、それ以前は練馬にあったのです

けれども、そちらの分室に設置されたということで、いろ

いろ情報交換をしているところでございますので、今回委

員にお入りいただくという提案でございます。 

  私からは以上です。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより本案の

審議に入ります。 

  第２４号議案について、ご意見、ご質問がありましたら、

委員のご発言をお願いいたします。 

  何かございますか。よろしいですか。 

  ないようでございますので、これより第２４号議案「足

立区青少年問題協議会条例施行規則の一部を改正する規

則の送付について」を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求

めます。 

（挙手全員） 

○教育長 挙手、全員であります。 

  よって、本案は、原案のとおり議決することにいたしま

す。 

  次に、日程第２を議題といたします。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第２、第２５号議案「足立区立学

校施設使用条例施行規則の一部を改正する規則」以上。 

○教育長 第２５号議案について、川口学校運営部長から説

明をお願いいたします。 

○学校運営部長 それでは、資料の７ページをお願いいたし

ます。 
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  足立区立学校施設使用条例施行規則の一部を改正する

規則ということでございまして、改正理由にありますとお

り、新型コロナウイルスの感染症を理由とするような場合

など、使用者がその責任によらない理由で、あるいはその

施設管理者が相当であると認めた理由により、施設等を使

用できなくなった時、使用者の申し出により、使用日を変

更することができる。 

  ８ページを御覧いただきますと、これまで使用日の変更

に関する規定がなかったんですけれども、今回、規定を設

けて、これまではキャンセルをして、改めて取る手続きが

必要でしたが、これが今回からは直接変更ができるという

内容になります。 

  私からは以上でございます。ご審議をお願いします。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより本案の

審議に入ります。 

  第２５号議案について、ご意見、ご質問がありましたら、

委員の発言をお願いします。 

  ご質疑ございますか。よろしいですか。 

  ないようでございますので、これより、第２５号議案 

「足立区立学校施設使用条例施行規則の一部を改正する

規則」を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求

めます。 

（挙手全員） 

○教育長 挙手全員であります。 

  よって、本案は、原案のとおり議決することにいたしま

す。 

  次の、日程第３ 第２６号議案、日程第４ 第２７号議

案、日程第５ 第２８号議案は、関連する議案ですので、

一括で審議いたしたいと思います。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第３ 第２６号議案「足立区生涯

学習センター条例施行規則の一部を改正する規則」。 

  日程第４ 第２７号議案「足立区こども未来創造館条例

施行規則の一部を改正する規則」。 

  日程第５ 第２８号議案「足立区地域学習センター条例

施行規則の一部を改正する規則」以上。 

○教育長 第２６号議案、第２７号議案、第２８号議案につ

いて、田ヶ谷生涯学習支援室長から説明をお願いいたしま

す。 

○生涯学習支援室長 お手元の議案資料１０ページをお開

きいただきたいと思います。 

  先ほど２５号議案でご説明がありましたとおり、コロナ

ウイルスの関係で施設使用をキャンセルする場合に、今回

振替えの規定を入れたというものでございます。 

  件名、所管部課名は記載のとおりでございます。 

  主な内容につきましては、振替えの規定を入れさせてい

ただいて、キャンセルすることなく利用の日付を変えるこ

とができるというものでございます。 

  なお、施行年月日については、令和３年７月１日から施

行するということを予定してございます。 

  続きまして、第２７号議案でございます。１４ページを

お開きいただきたいと思います。 

  件名、所管部課名は記載のとおりでございます。 

  改正理由、主な内容についても、振替えの規定を今回導

入するということでございます。 

  施行年月日も先ほどの２６号議案と同様でございます。 

  続きまして、２８号議案。１７ページでございます。 

  件名、所管部課名につきましては、記載のとおりでござ

います。 

  改正理由につきましては、先ほどと同じ振替えの規定を

入れさせていただいたものでございます。 

  施行年月日については令和３年７月１日から施行とな

るものでございます。 

  ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより本案の

審議に入ります。 

  第２６号議案、第２７号議案、第２８号議案について、

ご意見、ご質問がありましたら、委員のご発言をお願いい

たします。 

  ご質疑ございますでしょうか。 

  ないようでございますので、これより、第２６号議案 

「足立区生涯学習センター条例施行規則の一部を改正す

る規則」、第２７号議案「足立区こども未来創造館条例施

行規則の一部を改正する規則」、第２８号議案「足立区地

域学習センター条例施行規則の一部を改正する規則」を採

決いたします。 

  本案は、原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求
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めます。 

（挙手全員） 

○教育長 挙手全員であります。 

  よって、本案は、原案のとおり議決することにいたしま

す。 

  次に、日程第６ 第２９号議案を議題といたします。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第６ 第２９号議案「足立区こど

も支援センターげんき条例施行規則の一部を改正する規

則」以上。 

○教育長 第２９号議案について、橋本こども支援センター

げんき所長から説明をお願いします。 

○こども支援センターげんき所長 ２１ページをお開けく

ださい。第２９号議案説明資料でございます。 

  件名、所管部課名は記載のとおりでございます。 

  げんきも３つの貸出施設を持っております。 

  １、改正理由でございます。新型コロナウイルス感染症

を理由として、使用日を変更することができる。このよう

に現規則を改正するものでございます。 

  ２、主な改正内容。第７条の次に、第７条の２といたし

まして、改正日の変更の内容を加えるものでございます。 

  ２２ページにその新旧対照表がございますので、ご確認

願います。 

  令和３年７月１日から施行することを予定をしており

ます。以上でございます。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより本案の

審議に入ります。 

  第２９号議案について、ご意見、ご質問がありましたら、

委員のご発言をお願いいたします。 

  ないようでございますので、これより第２９号議案「足

立区こども支援センターげんき条例施行規則の一部を改

正する規則」を採決いたします。 

  本案は、原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求

めます。 

（挙手全員） 

○教育長 挙手全員であります。 

  よって、本案は、原案のとおり議決することにいたしま

す。 

  次の日程第８ 受理番号１、日程第９ 受理番号２は、

関連する請願ですので、一括して審議いたしたいと思いま

す。 

  教育政策担当係長。 

○教育政策担当係長 日程第８ 受理番号１「自由社『新し

い歴史教科書』を採択替えにする請願」。 

  日程第９ 受理番号２「中学校教科書の採択替えを行わ

ないよう求める請願」以上。 

○教育長 受理番号１、受理番号２について、荒井教育指導

部長から説明をお願いします。 

○教育指導部長 それでは、お手元の資料２３ページのほう

を御覧いただきたいと思います。 

  受理番号１、自由社「新しい歴史教科書」を採択替えに

する請願でございます。 

  本請願の要旨でございますけれども、今年３月に中学歴

史教科書再申請検定に合格した自由社「新しい歴史教科

書」を、令和４年度から使用する教科書として採択するよ

う求めるという内容でございます。 

  現在、行っております足立区の教科書採択の考え方と手

順について、ご説明をしたいというふうに思います。 

  まず、教科書採択の考え方でございますが、項番１に記

載のとおりでございます。まず（１）国の通知には、採択

権者の判断と責任により、綿密な調査研究を踏まえた上で、

という記載がございます。また、（２）東京都の教育庁の

ほうの通知でございますけれども、採択権者が自らの責任

と権限において、適正かつ公正に行うことというふうに定

められております。 

  なお、教科書採択の流れでございますが、項番２のとこ

ろを御覧いただきたいと存じます。 

  まずは各中学校単位に設置をいたします教科用図書研

究会の中で、研究を重ねて、研究報告書を作成、その研究

報告書を（２）の教科用図書調査委員会のほうに持ち上げ

てまいります。この教科用図書調査委員会というのは、副

校長を委員長とした会議体でございまして、こちらのほう

で十分調査を行った上で、調査報告書を作成して、（３）

の教科用図書審議会のほうに持ち上げる。教科用図書審議

会というのは、中学校の校長あるいはＰＴＡとで構成され

る会議体でございまして、こちらで今まで積み上げてきた

研究内容あるいは調査内容を踏まえて、最終的に採択資料

の作成をして、教育委員の皆さんのほうにお届けをする。
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教育委員の皆さんには、こちらの採択資料あるいは教科書

展示会のほうで取っておりますアンケートの内容等々を

すべてお手元に配らせていただきますので、そちらに基づ

いて、ご自身の責任と権限において選んでいただくという

流れになってございます。 

  ２４ページ、御覧いただきますと、今申し上げましたフ

ローが、資料のほうに書かせていただいてございます。 

  続きまして、２５ページ、受理番号２、中学校教科書の

採択替えを行わないよう求める請願でございます。 

  こちらの請願の要旨は、昨年度採択した中学校教科書を

そのまま継続使用することを求めるという内容でござい

ます。 

  以下、説明内容は同様でございますので、省略をさせて

いただきたいと思います。 

  ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより本請願

の審議に入ります。 

  まず、この請願については、それぞれ委員の皆さまから、

ご意見をいただければというふうに思っておりますので、

河本委員から順番に、よろしいでしょうか。 

○河本委員 今回、２つの請願が受理されたわけではありま

すが、昨年度の採択と同様、私たちは区民のアンケート、

それから先ほど部長の説明にもありました教科用図書審

議会から上がってきた資料すべてに目を通し、参考にさせ

ていただき、そして、教科書のほうに１番目を通す時間を

多く割き、自らの意見をきちっと持って、公正な判断をし

ていかなければいけないと思います。 

  今回の請願のご意見は、お聞きするということはできま

すが、反映させることはできないと考えております。 

○教育長 はい、ありがとうございました。 

  続いて近藤委員、お願いします。 

○近藤委員 自由社の新しい社会の教科書が認可されたと

いうことで、もう一度、現在の学年の子どもたちに適切な

教科書はどれか、これを議論したいと思っております。そ

のことについて、先ほど委員全員で話し合いました。それ

に従ってまいるつもりです。 

○教育長 はい。小関委員、お願いいたします。 

○小関委員 やはり採択に際しての約束事というのがござ

います。私たち自身も、自分たちの判断と責任において、

決定をしていく。その際には、様々な研究された報告書だ

とかご意見などを参考にするというのは当然のように考

えておりますけれども、今日お話があった内容についても、

お聞きはもちろんしますけれども、最終的には自分の判断

で採択をしていきたいというふうに思っております。よろ

しくお願いします。 

○教育長 早川委員、お願いします。 

○早川委員 私は今回、初めての教科書採択を迎えるに当た

り、東京都教育委員会の仰せのとおり、私どもいろいろな

方のご意見を聞きながら、公正に採択に向かいたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

○教育長 はい。ありがとうございます。 

  今、各委員よりご意見を頂きました。 

  先ほど教育指導部長のほうからの説明もございました

けれども、今後、この教科書採択につきましては、８月に

行われます教育委員会の臨時会において、正式に採択を行

うという予定になっております。 

  ご意見を頂きましたものについては、ご意見を伺います

けれども、本日この場で特定の教科書を採択する、しない、

というようなことを決めるということではないというこ

とでございますので、本請願につきましては、各委員のご

意見の趣旨を踏まえますと、不採択ということになるかと

思います。そういったことを踏まえて、採決をさせていた

だきたいと思います。 

  それでは、本請願につきましては、不採択とすることに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○教育長 挙手、全員であります。 

  よって、本請願につきましては、不採択といたします。 

  審議の都合上、ここで暫時休憩を取りたいと思います。

再開は、１５時４０分からとさせていただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

（休憩） 

○教育長 それでは、会議を再開いたします。 

  次に、日程第１０ 教育長報告を議題といたします。 

  今回は、各担当からの報告事項に代えさせていただきま

す。 

  ご質疑等は、すべての報告が終了しましたら、一括で頂

くようお願いいたします。 



5 

 

  それでは、（１）について、森教育政策課長、お願いし

ます。 

○教育政策課長 資料の２７ページをご覧ください。 

  私からは、令和２年度小学校図書館支援派遣事業につい

て、派遣事業者から年次報告が提出されましたので、その

ご報告をするものでございます。 

  件名、所管部課名は、記載のとおりでございます。 

  支援員は、これまで委託事業で週１回の配置としており

ましたが、令和２年度は派遣事業に変わり、週２回の配置

となりまして、初めての報告となります。 

  とは言いながらも、令和２年度は４月、５月とコロナ禍

で学校休業が続いたり、その後も学校図書館が閉館である

とか、利活用の制限がありまして、図書館の利活用、どう

なるかなと思いましたけれども、２番の（１）のとおり、

小学校全体の年間貸出総数は、前年度よりも２５％増し、

（２）のところにありますように、１人当たりの年間貸出

冊数は、平均３９．６９冊というふうに、前年度よりも２

６．９％増しということになって、相当小学校は頑張った

なという印象でございます。しかも、最大の貸出冊数との

ことでございました。 

  実際に貸出冊数が増になった要因分析ですけれども、一

番下の（３）をご覧ください。まずは週１回から週２回に

支援員の配置が増になったということが大きかったかな

と思います。 

  次に、それぞれの学校が、今までは１回の貸出について

は１冊ねとか、２冊ねという制限がありましたけれども、

それを３冊だとか５冊に増やしたということも大きな要

因だというふうに思います。 

  さらには、長期の休業期間中に特別貸出なんかもやった

学校があるということで、結果的には貸出冊数の増、年間

貸出冊数の増につながったものだというふうに考えてお

ります。 

  ２８ページでございます。学校図書館支援の業務を振り

返ってみますと、やはり週１回から週２回に配置が増えた

ということで、図書館の利用回数も前年度比で１２６％増

しということで、随分増えたというようなことでございま

す。ただし、支援内容別回数というところを御覧いただき

ますと、黒丸の２つ目、３つ目ですけれども、ブックトー

クとか、オリエンテーション、つまり対面でやるサービス

は非常に減ってしまったというのが１つの傾向でござい

ます。 

  資料収集や読み語りについては、若干増えているという

ようなことでございます。 

  令和２年度の取組を終えてということで、事業者から報

告があったことは、やはり委託から派遣事業に変わったこ

とで、学校からの直接指示・命令ができることから、コミ

ュニケーションが図れるということで、そのオーダーに沿

った展示とか授業支援が可能になったということ。 

  それから（２）ですけれども、配置回数が増になりまし

たので、利用回数が増えたということと、貸出冊数の増加

にも大きくつながった。図書委員会の活動にも大きく貢献

したと判断しているところでございます。 

  一方では、通常の業務は減りましたけれども、感染症対

策の業務は昨年度に比べ、非常に増えたというような結果

になってございます。 

  今後も、事業者と連携しながら、学校図書館支援の充実

を図っていきたいと考えてございます。 

  私のほうからは以上でございます。 

○教育長 次に、（２）について、八尋教育指導課長、お願

いします。 

○教育指導課長 私のほうからは、令和２年度、昨年度のい

じめ認知件数、それから解消状況について、ご説明させて

いただきます。２９ページをご覧ください。 

  まず、令和２年度いじめ認知件数ですけれども、昨年度

は５，７２９件、その前の年と比べて３，１６９件減って

いるという状況です。ただ、これは４月、５月というのが

休校中ということもあり、その後もコロナ禍ということで、

なかなか子ども同士触れ合う時間がなかったというのも

踏まえて、いじめの認知が減っているという状況です。 

  同様に２番のいじめ解消の状況ですけれども、これも２

か月遅れたということで、まだ経過観察中も含めて、解消

率が減っているというところでございます。 

  今後も学校としましては、未然防止、早期発見、そして

早期対応に努めていくとともに、コロナウイルス感染症に

関する偏見や差別を生まないというところの指導も続け

ていきます。以上です。 

○教育長 次に、（３）について、荒井教育指導部長、お願

いします。 
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○教育指導部長 資料の３０ページのほうを御覧いただき

たいと存じます。 

  小学校第１学年に関するアンケートの実施結果につい

て、ご報告を差し上げます。 

  このアンケートは、毎年４月にその年の小学校１年生の

様子を担任の教諭が見取るという形で、あいさつや返事が

できる、または姿勢よく座ることができるといったような、

基本的なところがどの程度できているかといったような

ところを数字で表しているというものでございます。 

  結果内容でございますが、３の（１）に記載のとおりで

ございまして、「あいさつや返事ができる」が９４％、姿

勢よく座ることができる」が８６．３％といったように、

おおむね良好な数字を確保できているということでござ

います。 

  なお、その隣に書いてあります、括弧内の数字につきま

しては、元年度、２年前の数字になってございます。昨年

度は４月中、学校が休校でございましたので、同じ条件で

この調査ができなかったものですから、２年前の結果と比

較をしてございます。２年前に比べますと、どの項目も若

干下がってはいるところでございます。その分析ですけれ

ども、４番のところに書かせていただきましたとおり、新

型コロナウイルスの感染症に伴いまして、休園ですとか園

行事の縮小、中止、遊びや行動の制限といったようなとこ

ろで、子どもたちの経験の量が例年よりも大部分減少して

しまったこと、また飛沫感染ですとか接触感染を防止する

ための配慮を重視したことで、低下をしてしまったのでは

ないかなというふうに考えてございます。ですが、それで

も小学校と就学前施設、その連携校、連携園の多くが、コ

ロナ禍でもできる幼保小連携活動ということで、工夫を重

ねながら、いろいろ活動を行っていただいた、また、接続

期カリキュラムも活かしながら、こうした活動を意識して

日頃の保育に努めたということで、結果の低下を一定程度

くい止めることができたのではないかと考えているとこ

ろでございます。 

  私からは以上です。 

○教育長 次に、（４）について、森田学校支援課長、お願

いします。 

○学校支援課長 資料の３４ページをご覧ください。 

  件名は、放課後子ども教室の令和２年度実施状況と令和

３年度の方針についてでございます。 

  所管部課名は記載のとおりです。 

  放課後子ども教室は、地域の皆さんの協力により、放課

後の安心、安全な居場所を提供する事業でございます。 

  資料の１番、令和２年度実施状況ですが、放課後子ども

教室は、学校の授業のある日には開催してほしいと、各実

行委員会にお願いしています。 

  しかしながら、（１）の表のとおり、新型コロナウイル

ス感染症の影響により、一度も開催しなかった学校が２校、

２回目の緊急事態宣言中は、最大３８校が休止いたしまし

た。 

  また、（２）のイのとおり、１年生の受け入れを行わな

かった学校は、１６校ございました。密を避けるために、

曜日による学年分けなどの工夫をしたり、感染防止対策を

講じながら実施いたしましたが、実績としましては、登録

児童数・参加児童数・開催日数ともに、大幅に減少いたし

ました。 

  ２番、令和３年度の方針ですが、引き続き感染症の対策

を取りながら開催し、併せて、夏休みの実施や全学年実施

校の拡大、体験機会の充実を図ってまいります。 

  また、各実行委員会が安定した運営を行えるよう、生涯

学習振興公社を通じて支援してまいります。 

  私からは以上です。 

○教育長 次に、（５）について、淺見学校施設管理課長、

お願いします。 

○学校施設管理課長 件名、新田学園における活動環境整備

の進捗状況についてということで、説明させていただきま

す。 

  所管部署名は記載のとおりでございます。 

  これは、新田学園第一校舎に移設するさくら公園のビオ

トープ部分を学校の活動の１つとして利用できるよう、ま

た公園と共有で活用できるように改修をして、児童・生徒

の活動環境の改善を図るということを目的として考えて

おります。１番の改修工事概要でございます。改修範囲で

すが、太枠で囲ったビオトープ部分、約１，４００平米ご

ざいますので、ここの部分を改修していきたいと考えてお

ります。改修内容につきましては、学校の活動に利用しや

すい形態にということで、学校と打ち合わせをしながら、

今進めているところでございますが、実際の細かい内容に
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ついては、小学校５、６年生にアンケートを取って、どん

な形態がいいかという意見も集めながら、それを参考に、

これから設計を進めていきたいなというふうに考えてお

ります。 

  ２番のスケジュール（予定）でございます。 

  今年度設計委託をして、来年度工事ということで、大体

８月ごろの完成を目指すという状況でございます。以上で

ございます。 

○教育長 次に、（６）から（８）について、飯塚学務課長、

お願いします。 

○学務課長 ３７ページをご覧ください。 

  件名、登下校通知メールの利用率についてでございます。 

  所管部課名は記載のとおりです。 

  こちら、令和３年５月２０日現在の登下校通知メールの

利用率について、報告するものでございます。 

  まず１点目、登下校メールの利用率の比較です。新規開

始校の利用率というところで、令和２年度と令和３年度と

を比較しております。こちらは、前年度に比べてプラス７．

３ポイントというところです。この要因としては、設置日

程を早めたことで、前年度の２月から無料お試し期間とい

うものを設けることができました。そういったところから、

利用者が増加したということが推察されます。 

  また、（２）、前年度から継続校の利用率ですが、こち

らはやはり小１は無料なんですが、小２が有料というとこ

ろで、少し利用率は下がるものの、全体の利用率は上がっ

ているような傾向が見られました。 

  導入校全体の利用率としても、全体の利用率のポイント

は上がっております。 

  周知方法ですが、在校生の保護者全員に募集案内を配布

して、「無料お試し期間」を前倒しして実施したりですと

か、１年生については入学説明会で募集案内を配布した上

で、サービス内容の説明を行ったりしております。 

  今後の方針でございますが、令和４年度に残りの１９校

へ導入することで、小学校全校への導入が完了する見込み

となっております。 

  ３９ページ目をご覧ください。 

  件名、令和２年度おいしい給食推進事業の実施結果及び

令和３年度事業計画についてでございます。 

  所管部課名は記載のとおりです。 

  令和２年度の実施ですが、やはりコロナ感染の状況によ

りまして、当初給食がなかった、その後簡易給食になり、

漸くその後、通常の給食を出してきたという経過の中で、

できなかったことが多くなってはおります。 

  そんな中でも、給食メニューコンクールは夏休みが短か

ったにもかかわらず、応募作品（２）のほうであったりで

すとか、あと次の４０ページ目の（９）のほうで、ＪＩＣ

Ａの教材に取り上げていただき、学校での給食・食育の取

組の様子が、同機構が作成する各国の保健行政官向け教材

映像として取り上げられたり、といったようなことがござ

いました。 

  令和３年度の主な取組は、こちらに記載のとおりですが、

今年度もやっている活動が見えるように、積極的にホーム

ページやＳＮＳ等を通して皆さんに分かりやすく伝えて

いきたいと思っております。 

  ３番目、残菜率の推移でございます。 

  小中学校の平均残菜率、小学校は９．０から４．３、中

学校は１４．０から１．８と、かなり大きく減ってきてお

ります。量自体も平成２０年度当初に比べますと、２８７

トン減少したというところで、金額に換算しますと、こち

ら１億２８５万円を無駄にせず食べたというところで、計

算をしております。 

  ただ、まだ現状でも、学校間の差異があるというところ

で、これを解消していくことが、今後の課題となっており

ます。 

  学校間の差異ですが、４３ページ目のグラフをご覧くだ

さい。残菜率が一番高い学校、一番低い学校というところ

で見ていただきますと、まだまだかなりその差があります。

全体的に低くはなっているんですけれども、なかなかまだ

差が埋まらない状況というところで、こちらにはおいしい

給食指導員も含めて、巡回指導の中で、底上げを図ってい

きたいと考えております。 

  ４４ページ目をご覧ください。 

  足立区育英資金の緊急対策（新型コロナウイルス感染症

関連）の免除条件付緊急貸付の追加支援についてでござい

ます。 

  所管部課名は記載のとおりです。 

  新型コロナウイルス感染症の収束が見えない状況で、経

済的影響を受けた大学生に対して、さらなる支援が必要と
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判断し、今回、緊急対策で実施している免除条件付緊急貸

付をこちらのとおり追加支援を行う予定ということでご

ざいます。 

  追加貸付の概要ですが、足立区育英資金の貸付を現在受

けている方で、免除条件付緊急貸付を希望する方、当初こ

ちらは１人１回のみとしましたが、２回目の追加貸付を行

うということで、合計２０万円、皆さんに免除条件付の貸

付となります。こちらは正規の修業年数で卒業した場合は

１回目同様に返済免除となるものです。 

  追加貸付額は１０万円。追加対象者数は１３９名。必要

経費は１，３９０万円ということで、こちらは６月補正に

かける予定でございます。 

  今後の方針ですが、７月１日に全対象者に個別通知を発

送する予定でございます。 

  以上になります。 

○教育長 次に、（９）について、櫻井私立保育園課長、お

願いします。 

○私立保育園課長 資料４５ページをご覧ください。 

  私からは、令和３年４月１日の保育所等利用待機児童の

状況についてを報告させていただきます。 

  所管部課名につきましては、記載のとおりでございます。 

  今年４月の保育所の待機児童数ですが、０人と、待機児

童解消となったところでございます。下の表につきまして

は、申込者数、在園児数、国の定義により除外した入所児

童数などを記載しております。 

  次のページをお開きください。グラフは保育を必要とす

る児童が全体に占める割合を示す保育需要率の推移につ

いてです。０歳児の保育需要率につきましては、近年横ば

いを示しておりますが、他の年齢では、年々上昇している

状況でございます。 

  全体としましても、今年も３ポイントの増加となってお

ります。これまで施設整備を行ってきたことで、保育施設

の利用につながっていると考えております。 

  ３の保育定員の調整です。昨年度からの取組としまして、

保育定員の空き対策について取り組んでおります。 

  ４に記載のとおり、４月の段階で定員に空きが出ている

状況でございます。これは年度途中で引っ越しや育休明け

などに対応するためにも、一定数の空きは必要と考えては

おりますが、定員が埋まらないことは事業者の経営面に影

響が出てきますので、空き定員の対策を行っているところ

でございます。 

  昨年度では、まず、公立園の入所抑制を図り、私立の園

に利用を促したと同時に、空きの多い施設におきまして入

所定員を変更することで保育の単価を上げるなど、取組を

行っております。まだ取組始めのため、調整人数としては

１６４名ですが、今後も取り組んでまいります。 

  今後の方針ですが、新型コロナウイルスの感染症の影響

などを把握するために、今後の保育需要の状況を分析し、

必要な保育定員を確保してまいります。また、これらの取

組をまとめるアクション・プランについての改定を行って

まいります。 

  ４８ページ以降につきましては、年齢別・施設別の定員

と入所数、またブロック別の受入可能数、また５０ページ

には、国定義で除外した児童数についての内訳を、参考と

して添付しております。後ほどご確認いただければと思い

ます。 

  説明は以上となります。 

○教育長 次に、（１０）について、安部子ども施設入園課

長、お願いします。 

○子ども施設入園課長 資料５１ページをご覧ください。 

  小規模保育室は、０歳から２歳までのお子さんをお預か

りしている上限の定員が１９名の施設になってございま

す。そちらを運営しております事業者のほうから、今年度

いっぱいで閉園したいという相談を受けております。何度

かヒアリングをした結果、継続することが困難だというこ

とになりましたので、今年度いっぱいで閉園をする方向に

調整をさせていただいているところでございます。 

  １番の該当園でございますが、ここにある２園でござい

まして、ともにチャイルドステージという会社が経営して

いるところでございます。 

  閉園日は今年度いっぱいということで、令和４年４月１

日に閉園をいたします。 

  一番問題になる在園児の受け入れについてでございま

すが、０歳から２歳のうち、２歳につきましては、卒園と

いう形になりますので、ほかの小規模保育室同様、一般の

申込に先立ちまして、先行利用調整というのをさせていた

だいていますので、そちらで次の園を探していただくとい

うふうに考えております。 
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  ０歳から１歳につきましても、同様に同じ時期に先行し

て利用調整をさせていただきまして、受け皿がないという

ようなことがないように、丁寧に対応していきたいという

ふうに考えております。 

  なお、一番下の参考の表ですが、現在在園児、それぞれ

１０名ずつおりまして、０歳と１歳につきましては、それ

ぞれ５名ずついらっしゃるという形になってございます。 

  私からの説明は以上でございます。 

○教育長 次に、（１１）（１２）について、楠山教育相談

課長、お願いします。 

○教育相談課長 私からは、令和２年度の不登校児童・生徒

数について報告させていただきます。 

  まず、不登校の児童、小学生ですけれど、３１２名、７

８名の増加となっております。また、中学校は６６５名、

マイナス１９名です。全体として９７７名と、４年ぶりに

全体として増加という形になっております。 

  その次の表ですが、前年度の学年別の比較の数字となっ

ておりますので、ご確認ください。 

  また、中段のグラフですが、欠席日数別の不登校児童・

生徒数の内訳です。 

  次の表と併せて見ていただきたいのですが、欠席日数が

３０日から５９日の小学生の数字が結構目立っておりま

す。ここだけは例年と少し違っておりまして、３０日から

５９日という、割と短い間不登校の児童が多かったという

印象でございます。 

  ２番です。学校種別の増減と主な要因です。 

  学校種別の増減は、こちらの表のとおりですので、ご確

認ください。 

  ５３ページになります。小学校が増加した要因です。新

型コロナウイルスの関係で、４月、５月と休校期間があり

まして、かなり生活リズムが崩れた児童が増加したという

報告を受けておりまして、その中でゲーム依存、スマホの

時間が増えて、朝起きられない。また、結果的に理由が明

確でない欠席ということで、ちょっと学校に行きたくない

というような欠席が何日か積み重なって、３０日になって

しまったというような話を聞いております。 

  中学校の増加と減少につきましては、例年どおりで増加

の要因は、友人関係が築けないとか、減少の要因は、関係

機関に学校の家庭訪問等働きかけが効果的だったという

結果になっております。 

  ３番につきましては、学年別の不登校児童・生徒数です。

こちらは例年どおり中学校１年生でかなり不登校が増え

ているなという印象なんですけれども、今年度は小学校が

増えたというところで、（１）小学校の朝会や夕会での情

報共有体制ですね。不登校児童・生徒を担任任せではなく

て、学年全体で支援するような体制を築いていくように働

きかけてまいりたいと考えております。 

  また、中学生につきましては、引き続き多様な居場所の

確保、不登校サポーター等含めました早期発見に努めてま

いります。 

  ４番、不登校の要因。こちらのほうも御覧いただきたい

と思います。 

  ５番の居場所を兼ねた学習支援を使った支援につきま

しても、５２名の支援を行いまして、中学３年生、１人以

外を除いておおむね、高校進学につながったというふうな

結果が出ております。 

  次の５５ページは、ブロック別の小中学校の内訳となっ

ておりますので、ご確認ください。 

  次に、令和２年度のスクールソーシャルワーカーの活動

実績について、報告させていただきます。 

  スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）につきましては、

令和２年度は４４４件の支援を行いました。令和元年度と

比べまして、微増という形になっております。 

  その内訳で、学校や家庭訪問、関係機関の訪問の数字は、

記載のとおりですが、主な主訴別要因につきまして、約半

数以上、５２％が不登校、残りの３２％が家庭環境、この

２つを併せた８４％への対応が活動の主なところとなっ

ております。 

  ５７ページをご覧ください。活動による成果につきまし

ては、医療機関との連携や、ゲーム依存の児童・生徒を医

療機関につなげた等は従来どおりなんですけれども、昨年

度は新型コロナウイルスの関係で経済的に困難なお子様

に対して昼食を配る、あだちっ子弁当という事業を子ども

の貧困担当課と連携してやっておりまして、ＳＳＷがその

家庭への支援、届けない場合は家庭訪問をして、どうなっ

たのとか、声かけ等も行いました。 

  中段の相談件数と改善または解決した件数ですが、表と

グラフにしておりますが、改善率につきましては、若干下



10 

 

がっているところです。 

  ３の令和３年度の実施内容です。ユースソーシャルワー

カーとの連携、また小学校の巡回訪問につきましては、今

年度はやはり小学校についての支援を強化してまいりた

いと考えておりますので、月１回の目安ですが、できるだ

け小学校のほうにも目を向けて活動していきたいと考え

ております。 

  私からは以上です。 

○教育長 ただいま各所管から報告事項がありました。 

  これらの件につきまして、各委員からご意見、ご質問が

ありましたら、ご発言をお願いいたします。 

  いかがでしょうか。 

  近藤委員。 

○近藤委員 不登校について。ページ５２、５３の資料もそ

うですが、ご説明ですけれども、いつも私が気になるのは、

不登校というのは言うまでもなく、非常に小中において重

要な問題でして、どう対応するのかということに各学校ス

クールカウンセラーやソーシャルワーカー、全員が頭を悩

ましていると思うんですけれども、ここでも不登校って３

０日以上年間休むというふうに定義していますけれども、

この書かれているものからだけの印象ですと、その子たち

に主な注意が向く、対応が向くというように、そんなふう

には書かれていないように思います。 

  いつかも申し上げましたが、３０日以上、何遍も休んで

いる子たちを学校にまた少しずつ来てもらうといったら、

本当に何年もかかる作業なんですよね。私もスクールカウ

ンセラーやって、もう３０数年になりますけれども、そう

いった子たちを学校にまた引き戻すというのは、至難の業

で、１０人に１人、そんなことができたらいいほうかなと

思います。 

  ただ、それよりも、３０日以内のちょっと休み出したと

か、登校渋りがあるとか、そういった子たちを長期化させ

ないために問題が起こり始めたところで保護者と話をし

たり、本人から話を聞いたり、もちろんカウンセラーやソ

ーシャルワーカーも一緒になって、その最初の原因を見い

だして、それに対応をしていく、そういった取組が、全体

として効果が出るのではないかと常々思っております。 

  何か具体的にそういった動きがあと１つできるといい

のになと思いましたので、申し上げました。 

○教育長 教育相談課長。 

○教育相談課長 正におっしゃるとおり、早期発見、早期支

援が重要だと思います。 

  早期発見につきましては、連続３日以上、月累計で５日

間欠席した方の情報はすべて都、教育相談課がデータで各

学校からあげていただいて、把握できるような形としてい

ますが、この時にいかにして支援につなげるのか、声かけ

をするのかというのが重要になってくると考えておりま

す。このタイミングで、スクールカウンセラーに紹介いた

だくとか、面談につなげていただく、３日すべてスクール

カウンセラーがすべて面接するのは難しいですけれど、そ

の中で特にというお子さんは、早めに声かけ等をいただけ

ればと思います。 

  また、それ以前に、魅力のある学校づくり、いろいろな

ことが楽しくなるような学校、昨年度はなかなかコロナで

できなかったんですけれども、運動会とかそういう楽しい

イベント等を通じて、やる気を起こさせるような働きかけ

も当然必要だと考えます。 

○教育長 よろしいですか。 

○近藤委員 はい、ありがとうございます。 

  そういう対応をこれまでもやっていただいていると思

うんですが、何日か続けて休むようになってくると、かな

り私の理解では、事態は重くなっていると。中等度の問題

を抱えていると。もうちょっと早いところでピックアップ

できるような、質問紙等でいろいろ子どもたちの状況をチ

ェックされていると思うんですけどね。初期の何か兆候が

ある時にフォーカスをしていくような方法が何かあれば

と、常々思っております。 

  時間が長くなりますので、それだけ申し上げておいて。

何か工夫があったら教えてください。 

○教育長 できるだけ早い段階で取り組むことが重要だと

思いますので、それは学校ともいろいろ相談させていただ

きながら、やっていきたいと思っておりますので。ありが

とうございます。 

  ほかにはご質問、ご意見、ありますでしょうか。 

○河本委員 ３０ページの小学校１年生に関するアンケー

トの結果なのですけれども、ブロック別に見てみると、か

なりパーセントの開きが高いブロックと７ブロックのよ

うに低いブロックとがあるいうところが気になるんです
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けれども、担任の先生による見取りで実施されているので、

おそらく各担任の先生がどの程度できると判断したかと

いうのは個人差がどうしても出てしまうようなアンケー

トだとは思うんですが、ブロックによってかなり数字が違

うことに対しては、どんな分析をされているのかお聞きし

ます。 

○教育長 教育指導部長。 

○教育指導部長 ３１ページのグラフをご覧ください。 

  それぞれのグラフのところに、視点ということで、ちょ

っと太い字で書かせていただいておりますが、例えば、あ

いさつや返事ができるという漠然とした中身になってお

りますけれども、これは名前を呼ばれたら返事をすること

ができるかということで、できるだけ教員によって見取り

の差が出ないように条件付けをさせていただいています。

次を見ていただくと、姿勢よく座ることができると言われ

ちゃうと、私も自信がないんですけれども、教師の指示で、

背筋を伸ばし、足を床につけ、前を向いて座ることができ

るかというふうに、誰が見ても、あ、こういう状態だよね

というふうに言えるような状態で、何とか定義付けをして

いるということで、個人によって差が絶対にないというこ

とは、なかなか否定はできないですけれども、そうした差

が出ないように見取りの基準はつけさせていただいてい

るといったようなところがまず１点です。 

  それから、数字の低いところの分析ですけれども、これ

はブロックによって若干ばらつきはあるんですが、例えば

２年前のブロックごとの数字を見てみると、その年どしに

よって、そのブロックが低かったり高かったり、とかなり

動いておりまして、必ずしもこれが固定された傾向ではな

いということをご理解いただきたいなというふうに思い

ます。 

  例えば、ちょっと７ブロックとかが相対的に低く感じる

ということですが、７ブロックについては、小学校が５校

入っておりますけれども、このうちの学区数まで言ってし

まうとあれなので、一部の学校でスコアが低いことが全体

の数字をおし下げているといったような傾向が出ており

ますし、また９ブロックも若干トータル低めの傾向が出て

いますが、ここはどこかの学校が突出してというよりも、

全体的に低い傾向にあるといったようなことが見取れま

す。ただ、これも、２年前のアンケート結果を見ると、そ

んなに７ブロックも９ブロックも、あえて言えば、４ブロ

ックも、それほど悪くないんです。むしろその時に低かっ

たブロックが今回ちょっと上がっていたりというような

こともありますので、この数字を見てそれぞれのブロック

の中の連携校と連携園で、こういうところに課題があるね

ということを共有をして、その年の幼保小連携活動に活か

していく、そのための材料になるといったような使い方も

していくところですので、そのようにご理解をいただけれ

ばというふうに考えております。以上です。 

○教育長 河本委員。 

○河本委員 分かりました。 

  幼保小の連携、先ほどの報告事項の中にも、たくさんコ

ロナでできなかったという案件、たくさんあった中で、な

るべく多く、こういうデータを活用していただいて、スム

ーズな小学校入学への体験につなげて、少しでも学校へ楽

しく通えるような子どもが１人でも増えてほしいなと思

います。 

  その中で続けてすみません、別なんですが、おいしい給

食の取組。３９ページの給食の取組。こちら、コロナ禍と

いうことで、特に「もりもり給食ウィーク」がとても盛り

上がって、クラス別に対抗意識を持って、お米１つも残さ

ないぞという気持ちで取り組みながら、みんなで頑張って

食べよう、おいしく食べよう、声を掛け合いながら、これ

ができないのはとても悲しいことだと思います。仕方がな

いですが。 

  ただ、すごく周りの他県や他区の人たちからも、足立区

のおいしい給食って有名だよねという声はたくさん耳に

入ります。もっともっとＰＲをしていただいて、小学生、

中学生にとって、先ほどの不登校を少なくするためにも、

給食がおいしいということがものすごく学校の大きなメ

リットだと思います。ここを本当に一番力を入れるべきと

ころで、特に足立の子どもたちには、家庭環境の厳しい子

もたくさんいると思います。そういう子たちが給食を目当

てに、給食がおいしい、給食を食べることが楽しい、もう

これだけで、私は小学生にとっては花マルの世界だと思う

んですよね。なので、引き続きおいしい給食には、現状な

かなか難しいことがあっても、パワーアップして頑張って

いただきたいと思います。 

○教育長 学務課長。 
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○学務課長 ありがとうございます。ぜひ頂いた言葉も力に

して、おいしい給食、皆さんに分かりやすいＰＲをもっと

して、力を入れてやってまいりたいと思います。 

○教育長 ほかはいかがでしょうか。 

  はい、早川委員。 

○早川委員 先ほど、図書の貸出数がアップして、すごくよ

かったという話ありましたけれど、すごく紛失の数も多く

なっているのかなというふうにちょっと懸念をしていま

す。 

  特には、ちょっとお金かかるかもしれませんけど、先ほ

ど１人ひとりの端末整備が始まったり持ち帰りも始まっ

たりと、そういう細かい配慮もいただけるわけでしたので、

自分のＩＣＴの中に、資料とかそういうのも無料で入れら

れるような、楽天ブックスはお金がかかりますが、図書館

の本を自分の機器に入れられるようなことができれば、本

の紛失とかも少なくなるのではないかと思いますし、自分

が何を読んだかということも分かったりすると、いいんじ

ゃないのかなと思いました。以上です。 

○教育長 教育政策課長。 

○教育政策課長 まず１つ。図書の紛失でございますけれど

も、学校は相当図書の紛失がないように気を遣っていると

いうことなので、確かにないこともないんですけれども、

できるだけ少なくと、気を遣っていただいているところで

ございます。 

  ＩＣＴの１人１台の環境が整った後に、確かにコロナ禍

で本が読めるのは、すごくいいなと思いますけれども、今、

中央図書館のほうで、電子図書館の取組を計画をしており

ますので、その進捗とともに、その活用なんかを広げてい

きたいなと考えております。 

○教育長 よろしいですか。 

  ほかはいかがでしょうか。小関委員。 

○小関委員 ２点あります。 

  まず、登下校等通知メールの利用率について、１年生は

無料で入れられるのに、１００％になっていないというこ

とは、何でなのかということと、学校による格差が大分あ

るんですけれども、なぜこういうことが起こってしまって

いるのか。例えば千寿第八小学校は１桁だったり。有料だ

からというところもあるかも分かりませんが、学校格差が

何で発生しているのか。区としてどういうふうに全員が加

入してもらうような方向で動いているのか、方針としては

どうしているのかということを教えていただきたいと思

っています。 

  それから２点目は、先ほど給食の残菜の件がありました

けれども、平成２０年度から平成２７年度にかけてガクっ

と減って、あとは横ばい状態。ちょうど私も関わっていた

時代で、このガクッと減ったというのは、学校ごとに残菜

のデータが出され、残菜がすごくあるところは、指導があ

りました。ただ、残菜が出るところ、逆に何もしなくても

出ないところの、学校格差があり、解消が難しいというこ

と。もう１つは、大好きなものばかりを出せば、残菜率っ

て減らすことができるけど、和食や煮物だとかも出してい

かないといけないのですが、そうすると残菜率がぐんと変

わってしまうということもありました。 

  さらに、食べない理由は、家に帰って自分が食べたいも

のを食べられるのだから、給食で食べる必要はない、そう

いったことを直接子どもから聞いたこともありましたが、

メニューや、学校格差をどう解消しようとしているのか、

分かれば教えていただきたいです。 

○教育長 学務課長。 

○学務課長 登下校通知メール、１年生からなぜ登録しない

かというところについては、ちょっと我々、まだ分析が進

んでいないところですので、持ち帰って、今後分析を進め

ていきたいと思います。 

  ただ、今回、令和３年度は、新たに設置したところで設

置日程を早めたことにより、無料お試し期間があったとい

うことで、こちらの格差はあったかなとは思います。申し

訳ありませんが、申し込んでいない方たちの分析について

は、今後我々の宿題とさせていただければと思っておりま

す。 

  また、２点目の給食の関係なのですけれども、残菜率の

ところは、今まで報告していたこともあり、今回も報告さ

せていただいております。確かにおっしゃるとおり、なか

なか格差があって、解消が難しいというところがあります

が、いろいろなメニューを食べて、いろいろな食材や調理

を知ってほしいという思いもあって、あまり子どもが好き

でない和食なども、提供はしている状況ではあるかと思い

ます。こちらの事業の評価の指標なんですけれども、以前

は残菜率を使っていたんですが、今後は新しい指標を使お
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うということで、子どもが給食時間を楽しいと思えるかと

いうような指標も、設けているところです。 

  あと、栄養士の視点から見て、このおいしい給食の活動

に向けた食育の活動とか、そういったものが各クラスでで

きているかというものも、指標に含めておりますので、次

回から報告する際は、そういった指標についても、こちら

の教育委員会のほうで報告できるように態勢を整えてい

きたいと思います。 

  確かに、中学生ぐらいになると、食べない自由と言うん

ですか、先ほど委員がおっしゃったとおり、自分が好きな

ものじゃないので、家に帰って食べればいいからというよ

うなお子さんも、かなり増えてくるようで、なかなか中学

校は手こずってはいるような状況だということも聞いて

はおります。 

  私のほうからは以上でございます。 

○教育長 よろしいですか。また今後、ご報告をさせていた

だきたいと思います。 

○早川委員 今の話をお聞きして。個人的な興味なんですけ

れども、残菜率の多いところと少ないところで、校名は要

らないんですけど、メニューを１週間知りたいなと思いま

した。 

  だって、残菜率が少ないところがいいわけじゃないかも

しれないんですよね。すごく栄養士さんが和食もやりまし

ょうといったのを食べないというのかもしれないので。 

○教育長 どういう違いがあるか、個人的な好みもあるかな

と思いますけど。ではちょっと学務課長、よろしくお願い

します。 

○学務課長 はい、用意してまいります。 

○教育長 ほかはいかがでしょうか。何か。 

  よろしいですか。 

  それでは、報告事項については以上とさせていただきま

す。 

  その他でございますけれども、何かございますでしょう

か。よろしいでしょうか。 

  ありがとうございます。ないようでございますので、以

上をもちまして、本年第６回足立区教育委員会定例会を閉

会といたします。 

  ありがとうございました。 

 

午後４ 時 ３０ 分閉会 



令 和 ３ 年 第 ６ 回 

足 立 区 教 育 委 員 会 定 例 会 

日  時  令和３年６月１１日 金曜日 午後３時００分開議 

会  場    教育委員会室 

１ 議 事 日 程 頁 

日程第１ 第２４号議案 
足立区青少年問題協議会条例施行規則の一部を改正する規則

の送付について…………………………………………………… ３ 

日程第２ 第２５号議案 足立区立学校施設使用条例施行規則の一部を改正する規則  ６ 

日程第３ 第２６号議案 足立区生涯学習センター条例施行規則の一部を改正する規則 ９ 

日程第４ 第２７号議案 足立区こども未来創造館条例施行規則の一部を改正する規則 １３ 

日程第５ 第２８号議案 足立区地域学習センター条例施行規則の一部を改正する規則 １６ 

日程第６ 第２９号議案 
足立区こども支援センターげんき条例施行規則の一部を改正

する規則…………………………………………………………… ２０ 

日程第７ 第３０号議案 
足立区子ども施設指定管理者等選定審査会委員の委嘱及び任

命について………………………………………………………… 別冊 

日程第８ 受理番号１ 自由社「新しい歴史教科書」を採択替えにする請願………… ２３ 

日程第９ 受理番号２ 【追加】中学校教科書の採択替えを行わないよう求める請願 ２５ 

日程第 10 教育長報告 

２ 報 告 事 項 

（１） 令和２年度小学校図書館支援派遣事業「年度末報告書」について 

《森 教育政策課長》 ２７ 

（２） 令和２年度いじめ認知・解消状況について 

《八尋 教育指導課長》 ２９ 

（３） 「小学校第１学年に関するアンケート」実施結果について 

《荒井 教育指導部長》 ３０ 

（４） 放課後子ども教室の令和２年度実施状況と令和３年度の方針について 

《森田 学校支援課長》 ３４ 

（５） 新田学園における活動環境整備の進捗状況について 

《淺見 学校施設管理課長》 ３６ 

（６） 登下校等通知メールの利用率について 

《飯塚 学務課長》 ３７ 

（７） 令和２年度おいしい給食推進事業の実施結果及び令和３年度事業計画について 

《飯塚 学務課長》 ３９ 

（８） 【追加】足立区育英資金緊急対策（新型コロナウイルス感染症関連）の免除条件付 

緊急貸付の追加支援について 

《飯塚 学務課長》 ４４ 



（９） 令和３年４月１日の保育所等利用待機児童の状況について 

《櫻井 私立保育園課長》 ４５ 

（10） 小規模保育室の閉園について 

《安部 子ども施設入園課長》 ５１ 

（11） 令和２年度の不登校児童・生徒数について 

《楠山 教育相談課長》 ５２ 

（12） 令和２年度のスクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）活動実績について 

《楠山 教育相談課長》 ５６ 

３ 情 報 連 絡 事 項 

（１）令和３年度区立学校周年記念式典等について [学校支援課] ５８ 

（２）綾瀬小学校における標準服の導入について [学校支援課] ５９ 

（３）令和４年度新入学児童・生徒受入可能人数の公表と学校選択制度の周知、および

入学者向け学校説明会の日程について [学務課] ６０ 

（４）足立区子ども施設指定管理者の評価方法の改定について [子ども施設運営課] ６５ 

（５）事業実施報告・実施予定   [青少年課] ６７ 

（６）こども支援センターげんきにおけるオンライン相談の開始について [支援管理課] ６８

（７）防球ネットの安全点検について [中部地区建設課] ６９ 

（８）地域文化倶楽部(仮称)創設支援事業の実施について [地域文化課] ７０ 

（９）行事実施結果・実施予定 [生涯学習振興公社] ７１ 
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第２４号議案

足立区青少年問題協議会条例施行規則の一部を改正する規則の

送付について  

上記の議案を提出する。

  令和３年６月１１日

  提出者  足立区教育委員会教育長  大 山  日 出 夫 

足立区青少年問題協議会条例施行規則の一部を改正する規則

 足立区青少年問題協議会条例施行規則（昭和４１年足立区規則第２号）

の一部を次のように改正する。 

第２条第１項第８号「公益財団法人足立区生涯学習振興公社の事務

局長又は部長」を「東京少年鑑別所長」に改める。  

付  則  

この規則は、公布の日から施行する。

（提案理由）

 足立区青少年問題協議会の委員の構成を変更する必要があるので、こ

の規則案を提出いたします。 
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第 ２ ４ 号 議 案 説 明 資 料

令和３年６月１１日 

件 名 足立区青少年問題協議会条例施行規則の一部を改正する規則の送付につ

いて 

所管部課名 子ども家庭部青少年課 

内 容 

１ 改正の理由 

青少年問題協議会の主目的である青少年の貧困、いじめ、非行対策の 

分野により専門性のある委員を選定するため。 

２ 主な改正内容（詳細はＰ５「新旧対照表」参照） 

第２条第１項第８号「公益財団法人足立区生涯学習振興公社の事務局 

長又は部長」を「東京少年鑑別所長」に改める。 

３ 施行年月日 

公布の日から施行する。 

今後の方針 
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足立区青少年問題協議会条例施行規則の一部を改正する規則 新旧対照表（案） 

 改  正  前 改  正  後 

足立区青少年問題協議会条例施行規則 

（委員） 

第２条 条例第３条第４号に定める関係行政機関等の職員は、次の各号に掲

げる職にある者のうちから、区長が委嘱する。 

（１） 千住警察署長

（２） 西新井警察署長

（３） 綾瀬警察署長

（４） 竹の塚警察署長

（５） 足立公共職業安定所長

（６） 足立児童相談所長

（７） 警視庁台東少年センター所長

（８） 公益財団法人足立区生涯学習振興公社の事務局長又は部長

足立区青少年問題協議会条例施行規則 

 （委員） 

第２条 条例第３条第４号に定める関係行政機関等の職員は、次の各号に掲

げる職にある者のうちから、区長が委嘱する。 

（１） 千住警察署長

（２） 西新井警察署長

（３） 綾瀬警察署長

（４） 竹の塚警察署長

（５） 足立公共職業安定所長

（６） 足立児童相談所長

（７） 警視庁台東少年センター所長

（８） 東京少年鑑別所長

付 則

この規則は、公布の日から施行する。 
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第２５号議案

足立区立学校施設使用条例施行規則の一部を改正する規則

上記の議案を提出する。  

  令和３年６月１１日

  提出者   足立区教育委員会教育長  大 山  日出夫

足立区立学校施設使用条例施行規則の一部を改正する規則

 足立区立学校施設使用条例施行規則（平成４年足立区教育委員会規則

第７号）の一部を次のように改正する。  

第５条の次に次の２条を加える。

（使用日の変更）  

第６条  委員会は、使用者がその責任によらない理由又は委員会が相当

であると認めた理由により使用者が施設を使用できなくなったとき

は、使用者の申出により使用日を変更することができる。  

（委任）  

第７条  この規則の施行について必要な事項は、教育長が定める。

  付  則

この規則は、令和３年７月１日から施行する。

（提案理由）  

 使 用 者 が そ の 責 任 に よ ら な い 理 由 等 の 場 合 に 、 使 用 者 の 申 出

に よ り 使 用 日 を 変 更 す る こ と が で き る 規定等を整備する必要があ

るので、この規則案を提出いたします。  
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第 ２ ５ 号 議 案 説 明 資 料

令和３年６月１１日 

件 名 足立区立学校施設使用条例施行規則の一部を改正する規則 

所管部課名 学校運営部学校施設管理課 

内 容 

１ 改正理由 

新型コロナウイルス感染症を理由とする場合など、使用者がその責任に 

よらない理由又は施設管理者が相当であると認めた理由により施設等を

使用できなくなったときに、使用者の申出により使用日を変更することが

できることとするほか、足立区立学校施設使用条例施行規則の一部を改正

する。 

２ 主な改正内容（Ｐ８の新旧対照表を参照） 

（１）第６条として「使用日の変更」に関する規定を加える。

「委員会は、使用者がその責任によらない理由又は委員会が相当であ

ると認めた理由により使用者が施設を使用できなくなったときは、使用

者の申出により使用日を変更することができる。」 

（２）第７条として、規則の施行に関する教育長への委任の規定を加える。 

「この規則の施行について必要な事項は、教育長が定める。」

３ 施行年月日 

令和３年７月１日から施行する。

今後の方針 
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足立区立学校施設使用条例施行規則の一部を改正する規則新旧対照表 

改正前 改正後 

○足立区立学校施設使用条例施行規則 ○足立区立学校施設使用条例施行規則

平成４年３月10日教育委員会規則第７号 平成４年３月10日教育委員会規則第７号 

第１条～第５条（省略） 第１条～第５条（現行のとおり） 

（使用日の変更）

第６条 委員会は、使用者がその責任によらない理由又は委員会が相当であると

認めた理由により使用者が施設を使用できなくなったときは、使用者の申出に

より使用日を変更することができる。

（委任）

第７条 この規則の施行について必要な事項は、教育長が定める。

付 則 付 則 

この規則は、令和３年７月１日から施行する。 

第１号様式（第２条関係）～第６号様式（第５条関係） （省略） 第１号様式（第２条関係）～第６号様式（第５条関係） （現行のとおり） 
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第２６号議案

足立区生涯学習センター条例施行規則の一部を改正する規則

上記の議案を提出する。

  令和３年６月１１日  

  提出者   足立区教育委員会教育長  大山  日出夫

足立区生涯学習センター条例施行規則の一部を改正する規則

 足立区生涯学習センター条例施行規則（平成１２年足立区教育委員会

規則第１２号）の一部を次のように改正する。  

第９条第２項の次に、次の条項を加える。  

第９条の２  教育委員会は、使用者がその責任によらない理由又は教育

委員会等が相当であると認めた理由により施設又は付帯設備を使用

できなくなったときは、使用者の申出により使用日を変更することが

できる。  

２  教育委員会は、前項の規定により使用日を変更するときは、使用者

に施設使用変更承認書兼領収書（様式第２号の２）を交付するものと

する。  

付  則  

この条例は、令和３年７月１日から施行する。

（提案理由）

 これまで、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策等を理由に生涯学

習センター施設を使用できなくなった場合、使用料の還付のみにより対

応してきた。今般、区民の利便性向上のため、施設使用日の振替を可能

とする旨の規定を整備する必要があるので、この規則案を提出いたしま

す。  
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第 ２ ６ 号 議 案 説 明 資 料

令和３年６月１１日 

件 名 足立区生涯学習センター条例施行規則の一部を改正する規則 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室生涯学習支援課 

内 容 

１ 改正の理由 

これまで、生涯学習センターの施設使用に伴う使用料については、特

別の理由により施設の使用ができなくなった場合には、使用料の還付の

みにより対応してきた。 

今般、国の緊急事態宣言発出に伴う施設休館や施設使用の自粛要請等

により、施設使用のキャンセル件数が大幅に増えている現状を踏まえ、

区民の利便性向上のため、施設使用日の振替を可能とする旨の規定を追

加する。 

２ 主な内容（詳細はＰ１１「新旧対照表」参照） 

第９条第２項の次に、次の条項を加える。 

第９条の２ 教育委員会は、使用者がその責任によらない理由又は教

育委員会等が相当であると認めた理由により施設又は付帯設備を使

用できなくなったときは、使用者の申出により使用日を変更するこ

とができる。 

２ 教育委員会は、前項の規定により使用日を変更するときは、使用者

に施設使用変更承認書兼領収書（様式第２号の２）を交付するものと

する。 

３ 施行年月日 

令和３年７月１日から施行する。 

今後の方針 
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足立区生涯学習センター条例施行規則の一部を改正する規則 新旧対照表 

 改  正  前 改  正  後 

○足立区生涯学習センター条例施行規則 ○足立区生涯学習センター条例施行規則

平成12年３月31日教育委員会規則第12号 平成12年３月31日教育委員会規則第12号 

第１条～第9条 （省略） 第１条～第９条 （現行のとおり） 

（使用日の変更） 

第９条の２ 教育委員会は、使用者がその責任によらない理由又は教育委員

会等が相当であると認めた理由により施設又は付帯設備を使用できなくな

ったときは、使用者の申出により使用日を変更することができる。 

２ 教育委員会は、前項の規定により使用日を変更するときは、使用者に施

設使用変更承認書兼領収書（様式第２号の２）を交付するものとする。 

第10条～第19条 （省略） 第10条～第19条 （現行のとおり） 

付 則（令和 年 月 日規則 号） 

この規則は、令和３年７月１日から施行する。 

別表第１～別表第４ （省略） 別表第１～別表第４ （現行のとおり） 

様式第１号～様式第２号 （省略） 様式第１号～様式第２号 （現行のとおり） 

様式第２号の２（第９条の２関係） 

様式第３号～様式第15号 （省略） 様式第３号～様式第15号 （現行のとおり）  



様式第２号の２（第９条の２関係） 参考様式１ 

12 

施設使用変更承認書兼領収書 予約番号 

申 

請 

者 

代表者住所 

代表者氏名 電話番号 

連絡者氏名 電話番号 

団体名 使用人員 名 

申 

請 

内 

容 

使用目的 

イベント名

使用館 

使用施設 

使用日 

使用時間 

減免 減額・免除 理由 

入場料 最高入場料 円 

施設使用料（領収額） 円 

上記の通り施設使用料を領収し、施設の使用を承認します。  足立区長・足立区教育委員会 

利用施設区分 

備考 

領 収 

受付窓口 ： 

取 扱 者 ： 
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第２７号議案

足立区こども未来創造館条例施行規則の一部を改正する規則

上記の議案を提出する。

  令和３年６月１１日  

  提出者   足立区教育委員会教育長  大山  日出夫

足立区こども未来創造館条例施行規則の一部を改正する規則

 足立区こども未来創造館条例施行規則（平成２４年足立区教育委員会

規則第１２号）の一部を次のように改正する。  

第１０条第３項の次に、次の条項を加える。  

第１０条の２  教育委員会は、使用者がその責任によらない理由又は教

育委員会等が相当であると認めた理由により施設又は付帯設備を使用

できなくなったときは、使用者の申出により使用日を変更することが

できる。  

２  教育委員会は、前項の規定により使用日を変更するときは、使用者

に施設使用変更承認書兼領収書を交付するものとする。

付  則  

この条例は、令和３年７月１日から施行する。

（提案理由）

 これまで、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策等を理由にこども

未来創造館を使用できなくなった場合、使用料の還付のみにより対応し

てきた。今般、区民の利便性向上のため、施設使用日の振替を可能とす

る旨の規定を整備する必要があるので、この規則案を提出いたします。 
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第 ２ ７ 号 議 案 説 明 資 料

令和３年６月１１日 

件 名 足立区こども未来創造館条例施行規則の一部を改正する規則 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室地域文化課 

内 容 

１ 改正の理由 

これまで、こども未来創造館の施設使用に伴う使用料については、特

別の理由により施設の使用ができなくなった場合には、使用料の還付の

みにより対応してきた。 

今般、国の緊急事態宣言発出に伴う施設休館や施設使用の自粛要請等

により、施設使用のキャンセル件数が大幅に増えている現状を踏まえ、

区民の利便性向上のため、施設使用日の振替を可能とする旨の規定を追

加する。 

２ 主な内容（詳細はＰ１５「新旧対照表」参照） 

第１０条第３項の次に、次の条項を加える。 

第１０条の２ 教育委員会は、使用者がその責任によらない理由又は

教育委員会等が相当であると認めた理由により施設又は付帯設備

を使用できなくなったときは、使用者の申出により使用日を変更す

ることができる。 

２ 教育委員会は、前項の規定により使用日を変更するときは、使用

者に施設使用変更承認書兼領収書を交付するものとする。 

３ 施行年月日 

令和３年７月１日から施行する。 

今後の方針 
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足立区こども未来創造館条例施行規則の一部を改正する規則 新旧対照表 

改正前 改正後 

○足立区こども未来創造館条例施行規則 ○足立区こども未来創造館条例施行規則

平成24年７月６日教育委員会規則第12号 平成24年７月６日教育委員会規則第12号 

第１条～第10条（省略） 第１条～第10条（現行のとおり） 

（使用日の変更） 

第10条の２ 教育委員会は、使用者がその責任によらない理由又は教育委員

会等が相当であると認めた理由により施設又は付帯設備を使用できなくな

ったときは、使用者の申出により使用日を変更することができる。 

２ 教育委員会は、前項の規定により使用日を変更するときは、使用者に施

設使用変更承認書兼領収書を交付するものとする。 

第11条～第23条 （省略） 第11条～第23条 （現行のとおり） 

付 則 付 則 

付 則（令和 年 月 日規則 号） 

この規則は、令和３年７月１日から施行する。 

別表第１～別表第３ （省略） 別表第１～別表第３ （現行のとおり） 
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第２８号議案

足立区地域学習センター条例施行規則の一部を改正する規則

上記の議案を提出する。

  令和３年６月１１日  

  提出者   足立区教育委員会教育長  大山  日出夫

足立区地域学習センター条例施行規則の一部を改正する規則

 足立区地域学習センター条例施行規則（平成１３年足立区教育委員会

規則第１７号）の一部を次のように改正する。  

第７条第４項の次に、次の条項を加える。  

第７条の２  教育委員会は、使用者がその責任によらない理由又は教育

委員会等が相当であると認めた理由により施設又は付帯設備を使用

できなくなったときは、使用者の申出により使用日を変更することが

できる。  

２  教育委員会は、前項の規定により使用日を変更するときは、使用者

に施設使用変更承認書兼領収書（様式第２号の２）を交付するものと

する。  

付  則  

この条例は、令和３年７月１日から施行する。

（提案理由）

 これまで、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策等を理由に地域学

習センター施設を使用できなくなった場合、使用料の還付のみにより対

応してきた。今般、区民の利便性向上のため、施設使用日の振替を可能

とする旨の規定を整備する必要があるので、この規則案を提出いたしま

す。  
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第 ２ ８ 号 議 案 説 明 資 料

令和３年６月１１日 

件 名 足立区地域学習センター条例施行規則の一部を改正する規則 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室生涯学習支援課 

内 容 

１ 改正の理由 

これまで、地域学習センターの施設使用に伴う使用料については、特

別の理由により施設の使用ができなくなった場合には、使用料の還付の

みにより対応してきた。 

今般、国の緊急事態宣言発出に伴う施設休館や施設使用の自粛要請等

により、施設使用のキャンセル件数が大幅に増えている現状を踏まえ、

区民の利便性向上のため、施設使用日の振替を可能とする旨の規定を追

加する。 

２ 主な内容（Ｐ１８「新旧対照表」参照） 

  第７条第４項の次に、次の条項を加える。 

第７条の２ 教育委員会は、使用者がその責任によらない理由又は教

育委員会等が相当であると認めた理由により施設又は付帯設備を使

用できなくなったときは、使用者の申出により使用日を変更するこ

とができる。 

２ 教育委員会は、前項の規定により使用日を変更するときは、使用者

に施設使用変更承認書兼領収書（様式第２号の２）を交付するものと

する。 

３ 施行年月日 

令和３年７月１日から施行する。 

今後の方針 
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足立区地域学習センター条例施行規則の一部を改正する規則 新旧対照表 

 改  正  前 改  正  後 

○足立区地域学習センター条例施行規則 ○足立区地域学習センター条例施行規則

平成13年３月30日教育委員会規則第17号 平成13年３月30日教育委員会規則第17号 

第１条～第７条 （省略） 第１条～第７条 （現行のとおり） 

（使用日の変更） 

第７条の２ 教育委員会は、使用者がその責任によらない理由又は教育委員

会等が相当であると認めた理由により施設又は付帯設備を使用できなくな

ったときは、使用者の申出により使用日を変更することができる。 

２ 教育委員会は、前項の規定により使用日を変更するときは、使用者に施

設使用変更承認書兼領収書（様式第２号の２）を交付するものとする。 

第８条～第19条 （省略） 第８条～第19条 （現行のとおり） 

付 則（令和 年 月 日規則 号） 

この規則は、令和３年７月１日から施行する。 

別表第１～別表第４ （省略） 別表第１～別表第４ （現行のとおり） 

様式第１号～様式第２号 （省略） 様式第１号～様式第２号 （現行のとおり） 

様式第２号の２（第７条の２関係） 

様式第３号～様式第15号 （省略） 様式第３号～様式第15号 （現行のとおり）  



様式第２号の２（第７条の２関係） 参考様式２ 
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施設使用変更承認書兼領収書 予約番号 

申 

請 

者 

代表者住所 

代表者氏名 電話番号 

連絡者氏名 電話番号 

団体名 使用人員 名 

申 

請 

内 

容 

使用目的 

イベント名

使用館 

使用施設 

使用日 

使用時間 

減免 減額・免除 理由 

入場料 最高入場料 円 

施設使用料（領収額） 円 

上記の通り施設使用料を領収し、施設の使用を承認します。  足立区長・足立区教育委員会 

利用施設区分 

備考 

領 収 

受付窓口 ： 

取 扱 者 ： 
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第２９号議案

足立区こども支援センターげんき条例施行規則の一部を改正す

る規則  

上記の議案を提出する。

  令和３年６月１１日

  提出者   足立区教育委員会教育長  大 山  日出夫

足立区こども支援センターげんき条例施行規則の一部を改正す

る規則

 足立区こども支援センターげんき条例施行規則（平成２４年足立区教

育委員会規則第１７号）の一部を次のように改正する。  

第７条の次に次の１条を加える。

（使用日の変更）  

第７条の２  教育委員会は、使用者がその責任によらない理由又は教育

委員会が相当であると認めた理由により施設を使用できなくなった

ときは、使用者の申出により使用日を変更することができる。  

付  則  

この規則は、令和３年７月１日から施行する。

（提案理由）

 使 用 者 が そ の 責 任 に よ ら な い 理 由 等 の 場 合 に 、 使 用 者 の 申 出

に よ り 使 用 日 を 変 更 す る こ と が で き る 規定を整備する必要がある

ので、この規則案を提出いたします。  
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第 ２ ９ 号 議 案 説 明 資 料

令和３年６月１１日 

件 名 足立区こども支援センターげんき条例施行規則の一部を改正する規則 

所管部課名 こども支援センターげんき支援管理課 

内 容 

１ 改正理由 

新型コロナウイルス感染症を理由とする場合など、使用者がその責任に 

よらない理由又は施設管理者が相当であると認めた理由により施設を 

使用できなくなったときに、使用者の申出により使用日を変更することが 

できることとするため、足立区こども支援センターげんき条例施行規則の 

一部を改正する。 

２ 主な改正内容（Ｐ２２の新旧対照表を参照） 

第７条の２として「使用日の変更」に関する規定を加える。 

「教育委員会は、使用者がその責任によらない理由又は教育委員会が相

当であると認めた理由により施設を使用できなくなったときは、使用者の

申出により使用日を変更することができる。」 

３ 施行年月日 

令和３年７月１日から施行する。 

今後の方針 
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足立区こども支援センターげんき条例施行規則の一部を改正する規則新旧対照表 

改正前 改正後 

○足立区こども支援センターげんき条例施行規則 ○足立区こども支援センターげんき条例施行規則

平成24年11月９日教育委員会規則第17号 平成24年11月９日教育委員会規則第17号 

第１条～第７条（省略） 第１条～第７条（現行のとおり） 

（使用日の変更） 

第７条の２ 教育委員会は、使用者がその責任によらない理由又は教育委員

会が相当であると認めた理由により施設を使用できなくなったときは、使

用者の申出により使用日を変更することができる。 

第８条～第９条（省略） 第８条～第９条（現行のとおり） 

付 則 付 則 

この規則は、令和３年７月１日から施行する。 

別表（第３条関係）（省略） 別表（第３条関係）（現行のとおり） 

第１号様式（第４条関係）～第６号様式（第８条関係）（省略） 第１号様式（第４条関係）～第６号様式（第８条関係）（現行のとおり） 
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件 名 受理番号１  自由社「新しい歴史教科書」を採択替えにする請願 

所管部課名 教育指導部教育指導課 

請願の要旨 
１ 本年３月に中学歴史教科書再申請検定に合格した自由社「新しい歴史教

科書」を、令和４年度から使用する教科書として採択するよう求める。 

請願者住所等 請願文書のとおり 

内容及び 

経  過 

令和４年度から中学校で使用する教科用図書の採択は、足立区立中

学校使用教科用図書採択要綱に基づき、以下の手順で実施している。 

１ 教科書採択の考え方 

（１）教科書採択における公正確保の徹底等について （令和2年3月27日

元文科初第1807号）（抄）

教科書採択は，採択権者の判断と責任により，綿密な調査研究を踏

まえた上で，公正性・透明性に疑念を生じさせることのないよう適切

に行われることが必要である。 

（２）東京都教育庁 令和４年度使用義務教育諸学校用教科書の採択

方針について（抄）

教科書採択に当たっての留意事項について

（１）採択は、採択権者が自らの責任と権限において、適正かつ公

正に行うこと 

２ 教科書採択の流れ（Ｐ２４のフロー図参照） 

（１）教科用図書研究会

各中学校で対象教科について検討し研究報告書を作成

（２）教科用図書調査委員会

中学校副校長を委員長として設置。各校の研究会報告書や区

民の意見を参考に、調査報告書を作成 

（３）教科用図書審議会

中学校長、ＰＴＡ代表で構成する審議会で、調査委員会の報

告をもとに採択資料を作成し、教育員会に提出 

※ この他、区内中学校２校とこども支援センターげんきで教科
書展示会を実施し、寄せられた意見を、教科用図書調査委員会
及び教科用図書審議会の委員、教育委員に送付している。

問 題 点 等 
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　　令和４年度使用 足立区立中学校教科用図書（社会・歴史的分野）採択の流れ

【研究依頼】

↑【報告】

【参考】 研究会用教科書展示会（予定） ５月２０日(木)～６月３日(木)

展示場所　中学校２校程度

展示会場設置依頼を４月下旬に行う予定

教科書展示会　６月１４日(月)～　６月２３日(水)特別展示

６月２４日(木)～　７月８日(木)法定展示

※ 但し、７月４日（日）はこども支援センターげんき休館日のため実施しない

展示場所 ◆ こども支援センターげんき１階ロビー　午前９時～午後５時

※ 審議会は公開し、会議録は採択後公開する。
　（足立区立中学校使用教科用図書採択要綱第１１条）

区民の声・意見
(展示会アンケート等)

 【調査依頼】↓↑【報告】

② 教科用図書審議会　※　公開

（委嘱式・事務説明会を５月１７日(月）予定）
審議会 ７月１３（火）予定

７月２０日（火）予定
区立中学校校長３名、区立小学校長１名、保護者４名

【採択資料作成依頼】↓↑【採択資料提出】

④ 教科用図書研究会　※非公開

(各中学校で構成)

東京都教育委員会

① 足立区教育委員会　※　公開

(採択　８月１３日（金）予定)

【指導・助言】↓　↑【報告】

③ 教科用図書調査委員会※非公開

５月２４日（月）予定

各教科につき副校長、主幹教諭、指導教諭、主任教諭、教諭
で構成（原則６名以内）
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件 名 受理番号２ 【追加】中学校教科書の採択替えを行わないよう求める請願 

所管部課名 教育指導部教育指導課 

請願の要旨 １ 昨年度採択した中学校教科書をそのまま継続使用することを求める。 

請願者住所等 請願文書のとおり 

内容及び 

経  過 

令和４年度から中学校で使用する教科用図書の採択は、足立区立中

学校使用教科用図書採択要綱に基づき、以下の手順で実施している。 

１ 教科書採択の考え方 

（１）教科書採択における公正確保の徹底等について （令和2年3月27日

元文科初第1807号）（抄）

教科書採択は，採択権者の判断と責任により，綿密な調査研究を踏

まえた上で，公正性・透明性に疑念を生じさせることのないよう適切

に行われることが必要である。 

（２）東京都教育庁 令和４年度使用義務教育諸学校用教科書の採択

方針について（抄）

教科書採択に当たっての留意事項について

（１）採択は、採択権者が自らの責任と権限において、適正かつ公

正に行うこと 

２ 教科書採択の流れ（Ｐ２６のフロー図参照） 

（１）教科用図書研究会

各中学校で対象教科について検討し研究報告書を作成

（２）教科用図書調査委員会

中学校副校長を委員長として設置。各校の研究会報告書や区

民の意見を参考に、調査報告書を作成 

（３）教科用図書審議会

中学校長、ＰＴＡ代表で構成する審議会で、調査委員会の報

告をもとに採択資料を作成し、教育員会に提出 

※ この他、区内中学校２校とこども支援センターげんきで教科
書展示会を実施し、寄せられた意見を、教科用図書調査委員会
及び教科用図書審議会の委員、教育委員に送付している。

問 題 点 等 
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　　令和４年度使用 足立区立中学校教科用図書（社会・歴史的分野）採択の流れ

【研究依頼】

↑【報告】

【参考】 研究会用教科書展示会（予定） ５月２０日(木)～６月３日(木)

展示場所　中学校２校程度

展示会場設置依頼を４月下旬に行う予定

教科書展示会　６月１４日(月)～　６月２３日(水)特別展示

６月２４日(木)～　７月８日(木)法定展示

※ 但し、７月４日（日）はこども支援センターげんき休館日のため実施しない

展示場所 ◆ こども支援センターげんき１階ロビー　午前９時～午後５時

② 教科用図書審議会　※　公開

（委嘱式・事務説明会を５月１７日(月）予定）
審議会 ７月１３（火）予定

７月２０日（火）予定
区立中学校校長３名、区立小学校長１名、保護者４名

【採択資料作成依頼】↓↑【採択資料提出】

④ 教科用図書研究会　※非公開

(各中学校で構成)

東京都教育委員会

① 足立区教育委員会　※　公開

(採択　８月１３日（金）予定)

【指導・助言】↓　↑【報告】

③ 教科用図書調査委員会※非公開

５月２４日（月）予定

各教科につき副校長、主幹教諭、指導教諭、主任教諭、教諭
で構成（原則６名以内）

※ 審議会は公開し、会議録は採択後公開する。
　（足立区立中学校使用教科用図書採択要綱第１１条）

区民の声・意見
(展示会アンケート等)

 【調査依頼】↓↑【報告】



27

教 育 委 員 会 報 告 資 料 

令和３年６月１１日 

件 名 令和２年度小学校図書館支援派遣事業「年度末報告書」について 

所管部課名 教育指導部教育政策課 

内 容 

標記の件について、派遣事業者（株式会社図書館流通センター）より年 

次報告書が提出されましたので報告いたします。 

※ 詳細は別添資料１参照

１ 業務概要 

  学校図書館支援員を小学校全６９校に週２日派遣、６時間配置 

２ 年間貸出冊数について（別添資料１ Ｐ１１） 

（１）全小学校の年間総貸出冊数

令和 2年度 1,200,828冊（＋25.6％） 

※ 60校が前年比増

令和元年度 955,882冊（＋0.8％）

平成 30年度 948,368冊 

（２）児童 1人あたり年間貸出冊数

令和 2年度   39.69冊（＋26.9％）  

※ 59校が前年比増

令和元年度 31.27冊（＋1.5％） 

平成 30年度 30.82冊 

最大  74.37冊 

最小  3.57冊（感染症対策として原則貸出不可。閲覧は可。） 

（1）年間総貸出冊数 （2）児童 1人あたり年間貸出冊数

（３）貸出冊数増となった要因分析

・ 支援員配置日数増（週 1日→2日）

・ 各校の貸出上限冊数の見直し

・ 授業での図書館利用回数の増

・ 長期休業中の特別貸出の増

一人あたり

の貸出冊数

2018年度 30.82

2019年度 31.27

2020年度 39.69
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３ 学校図書館支援員業務について 

  （別添資料１ Ｐ１１～１２） 

（１）図書館利用回数の大幅増

学校図書館支援員の配置日数が増えたことから、学校図書館利用回

数は前年度比１２６．３％増となった。 

【図書館利用回数】  

令和２年 度 12,875回（＋126.3％） 

令和元年 度  5,689回（△ 2.8％） 

  平成３０年度  5,851回 

（２）感染症予防の影響

教員とのコミュニケーションの増加に伴い、資料収集が増加した

一方、臨時休業や感染症予防のため、ブックトーク）、オリエンテーション

の支援回数は大きく落ち込んだ。 

【支援内容別回数】 

・ 読み語り 1,263回（前年比  35回増  ＋2.9％） 

・ ブックトーク 145回（前年比 107回減 △42.5％） 

・ オリエンテーション 198回（前年比 118回減 △37.3％）

・ 資料収集 533回（前年比  91回増 ＋20.6％） 

・ レファレンス 252回（前年比  2回減  △0.8％） 

４ 令和２年度の取り組みを終えて 

（１）派遣事業への転換による効果

学校からの直接指示・命令ができることから、教員との直接的な

コミュニケーションの頻度が高まり、学校の要望に沿った展示・掲

示の実現や、授業支援等の充実が可能となった。

（２）配置回数増の効果

支援員の配置日数増が、授業時の図書館利用回数の大幅増や貸出

冊数の増加、図書委員会活動充実に大きく寄与した。 

（３）新型コロナウイルス感染症対策に関する業務増

３密回避に向け、導線確保や待機列の表示、シールド設置等の業

務に加え、対面での支援に代えて昼休み放送や Zoomを活用した読み 

語りを実施するなどの工夫を伴う業務が加わった。 

今後の方針 事業者と連携・協力し、学校図書館支援事業の充実を図っていく。 
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教 育 委 員 会 報 告 

令和３年６月１１日 

件 名 令和２年度いじめ認知・解消状況について 

所管部課名 教育指導部教育指導課 

内 容 

１ 令和２年度いじめ認知件数 

（１）新規認知件数

５，７２９件（対前年度比 －３，１６９件）

・ 年度当初の臨時休業（４月、５月）に伴う授業日数の減少

・ 新型コロナウイルス感染症に関連した偏見や差別を生まない

指導の周知徹底 

（２）前年度未解消件数（令和元年度から令和２年度への繰り越し）

２，１６０件（前年度比 －５７７件）

※ ３か月間の経過観察中事案を含む

２ いじめ解消状況 

（１）解消件数（３か月間の経過観察事案を除く）

６，０７７件（前年度比 －３，３９８件）

（２）解消率＝解消件数÷(新規認知件数＋前年度未解消件数)×100

７７．０％（前年度比 －４．４ポイント）

・ 年度当初の臨時休業に伴う学校生活の短縮

・ 新しい生活様式に伴う友人関係の距離感

今後の方針 

・ いじめはどの学校でもどの子どもにも起こり得るという認識のもと、

教職員が細心の注意を払いながら、いじめの未然防止、早期発見、早期

対応に努めていく。 

・ 今後も、新型コロナウイルス感染症に関連する偏見や差別を生まない

指導を継続するとともに、地域、保護者にも啓発する。 
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教 育 委 員 会 報 告 

令和３年６月１１日 

件 名 「小学校第１学年に関するアンケート」実施結果について 

所管部課名 教育指導部就学前教育推進課 

内 容 

１ 対象 

区立小学校１年生（全６９校 児童数約４，９５７人） 

  担任教諭による見取りにより実施 

２ 実施時期 

令和３年４月（入学後から約２週間） 

３ 結果概要（詳細はＰ３１～３２参照） 

（１）従来と同内容の調査項目 ※ （ ）は元年度の結果

ア あいさつや返事ができる ９４．０％（９６．７％） 

イ 姿勢良く座ることができる ８６．３％（８８．２％） 

ウ 静かに話を聞くことができる  ８５．０％（８７．１％） 

エ 鉛筆を正しく持つことができる ７３．５％（７６．１％）

オ ひらがなで自分の名前が書ける ９５．０％（９６．０％）

（２）今回から内容を変更した調査項目

カ 食器を持ったり手を添えたりしながら食べる ７７．２％

（「給食を時間内に食べている」からの変更）

キ 持ち物を大切に扱い、整理することができる ８９．５％

（「学習道具を机の上に揃えることができる」からの変更）

【参考】 

Ｐ３１～３２ 小学校第１学年に関するアンケート結果（ブロック別）

Ｐ３３    幼保小連携ブロック別一覧 

４ 分析 

① 新型コロナウイルス感染症に伴い、休園や園行事の縮小や中止、 

遊びや行動の制限、外出の自粛等を余儀なくされ、子どもたちの経 

験の量が例年より減少したことや、飛沫感染・接触感染を防止する 

ための配慮を重視したことが、結果が低下した要因と思われる。 

② 連携校・園の多くで、工夫を重ねながら幼保小連携活動が継続さ

れるなど、接続期カリキュラムに基づく小学校への接続を意識した 

保育の広がりにより、結果の低下を一定程度食い止められたと考える。  

今後の方針 
各ブロックにアンケート結果をフィードバックし、保育や連携活動の

さらなる改善を促していく。 
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ブロック 小学校 幼稚園・こども園 保育園（認証含）

1
千寿　千寿本町　千寿双葉
千寿常東　千寿桜　千寿第八

元宿　足立　聖和　中条
千住寿

千住あずま　緑町 日ノ出町 千住 せきや
Ｊキッズルミネ北千住　クレアナーサリー千住大橋
たんぽぽ保育所北千住園　うぃず千住大橋駅前
うぃず千住曙町　あい保育園千住大橋　北千住こども園
ぽけっとランド千住曙町　北千住もみじの森
北千住どろんこ　まなびの森保育園千住大橋  アスク千住
キッズガーデン足立柳原　帝京科学大学千住桜木
北千住太陽　ステラ千住ふたば まなびの森保育園関屋

2 江北　高野　扇　宮城
足立サレジオ　東京白百合
江北さくら

上沼田　宮城　さつき  あい・あい保育園高野園
江北　三星　大空と大地のなーさりぃ扇大橋園
にじいろ保育園江北　江北すきっぷ　足立しらゆり

3
興本　西新井第一　西新井
本木　寺地

足立愛育　足立双葉　興南
西新井　黒田　第一若草

本木　本木東　興本　興野　西新井教会　西新井聖華
いづみ　扇こころ　チェリッシュ西新井
キッズガーデン足立扇　アスク扇　キッズガーデン足立興野
愛恵保育園にしあらい

4
亀田　栗原　関原　梅島　島根
梅島第一　梅島第二

梅島　こだま　満願寺　橘
専念寺　八千代

梅田　中部ひまわり　足立ひまわり　島根　栗原つくし
うめだ「子供の家」　親隣館　島根いちい
西新井きらきら　西新井きらきら第二
エーワン梅島　ちぐさ　バンビ保育園梅島園
日生梅島保育園ひびき　日生梅島第二保育園ひびき
にじいろ保育園梅島　たんぽぽ保育所西新井南園
ちゃいれっく西新井駅前　キッズガーデン足立島根

5
弥生　足立
弘道　弘道第一

弘道　五反野　春光　城北
のぞみ

中央本町　五反野　やよい　高和　西綾瀬りりおっこ
子ひばり　聖華こうどう　足立梅島雲母　足立さくらんぼ
トレジャーキッズあやせ　ぱる★キッズ足立
キッズガーデン足立青井

6
長門　綾瀬　東加平　東渕江
北三谷　大谷田　東綾瀬

足立白うめ　親愛　チェリー
美松学園　聖フランシスコ

あやせ　東綾瀬　足立若葉　隅田学園　にじいろ保育園綾瀬
東　チェリー　東部若葉　聖母のさゆり　東綾瀬きらきら
東和　コンビプラザ綾瀬　キッズガーデン足立綾瀬
どんぐり保育園東和  チェリッシュ綾瀬
恵・YOU　ぽけっとランド綾瀬  ビーフェア東和親水
北綾瀬聖華　あやせババール園　ソラストあだち東和

7
中川東　辰沼　中川
中川北　六木

おおやた　東京いずみ
黒川　 六木

大谷田第一　辰沼　六木　神明町　きたあやせこころ
ナーサリースクールいずみ大谷田　チェリッシュやなか
チェリッシュ北綾瀬　あい・あい保育園北綾瀬園
未来っ子保育園北加平町園　足立北綾瀬雲母

8
青井　栗島　平野
加平　東栗原

あおい　足立つくし　栗島

東栗原　平野　青井　たんぽぽ保育所六町園
クレアナーサリー足立さくら園　六町駅前　野のはな
たんぽぽ保育所第二六町園　明日葉保育園青井園
あい・あい保育園綾瀬六丁目園　明日葉保育園保塚園

9
花畑第一　花畑西
花畑　桜花　花保

杉の子　石鍋　花畑八千代
花畑桑袋　東花畑　南保木間　六町あづま　愛隣
東保木間　レイモンド花畑　六町

10
竹の塚　中島根　渕江
渕江第一　西保木間　保木間

小倉　竹塚　ふちえ
北保木間　竹の塚北　中島根　西保木間　水神橋
竹の塚　保木間　渕江　ちゃいれっく竹ノ塚駅前
保育園ミルキーウェイ竹の塚　まなびの森保育園竹ノ塚

11
東伊興　伊興　西伊興
栗原北　西新井第二

佐藤　福寿院　はなぞの
本行寺第二伊興

伊興　西新井　清水　伊興すみれ　伊興大境　ｉ－
たんぽぽ保育所竹の塚園　うぃず西新井　アスク西新井
くりはら愛育　こころたけのつか

12
鹿浜五色桜　鹿浜第一
北鹿浜　皿沼　鹿浜西　新田

鹿浜　江北白百合　鹿浜愛育

加賀　第三上沼田　新田わかば　さくらんぼ保育園新田
足立このみ　太陽　ココロット　新田おひさま　谷在家
新田さくら　新田三丁目なかよし　SAKURA保育園谷在家
保育園ヴィラ・ココロット　新田

13
舎人第一　舎人
古千谷　足立入谷

足立つばめ　足立みどり
舎人 とねり伊藤

いりや第一　いりや第二　聖　アスクとねり
アスク舎人駅前　てのひらこども園

幼保小連携ブロック別一覧
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登録児童数人

26,017人

83.4%

5,188人

16.6%

参加対象児童の登録率

教 育 委 員 会 報 告 

令和３年６月１１日 

件 名 放課後子ども教室の令和２年度実施状況と令和３年度の方針について 

所管部課名 学校運営部学校支援課、足立区生涯学習振興公社 

内 容 

 放課後子ども教室の令和２年度実施状況と令和３年度の方針について、

次のとおり報告する。 

１ 令和２年度実施状況 

（１） 新型コロナウイルス感染症に対する状況

№ 日付･期間等 新型コロナウイルス感染症に対する状況等 

1 R2.3.2～5.31 学校の臨時休業に伴い､放課後子ども教室を休止 

2 R2.6.1～ 

学校再開にあわせ､感染症対策を取りながら放課
後子ども教室の再開を実行委員会へ依頼 
※ 実施内容や再開日時は実行委員会の判断による
※ 一度も再開しなかった学校:２校(栗原小･高野小）

3 R2.6月～適宜 
感染症対策として、マスク・消毒液・フェイスシー
ルド・非接触型体温計等の物品を支給

4 R2.7月～8月 
夏休みの短縮に伴い、７・８月で通常授業となっ
た日の開催を依頼 

5 R3.1.7～3.21 
２回目の緊急事態宣言の発出に対し､学校は休業が
無かったため､放課後子ども教室の実施を依頼 
※ 実行委員会の判断により最大３８校は休止となった 

（２） 全学年(１～６年生) 実施校 ６８校

 
 

ア 一部学年未実施：綾瀬小
イ ただし令和２年度は､新型コロナウイルス感染症の影響により､
１年生の受入れを行わなかった学校が１６校あり。

（３） 週５日実施校 ６８校
ア 一部曜日未実施：綾瀬小
イ ただし令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により､

曜日による学年分けや一部曜日を休止する学校あり｡

（４） 登録児童数・延参加児童数・延開催日数 

■登録

■未登録

69 
60 
50 
40 
30 

学校数 

※参加対象児童

31,205 人
（一部学年未

実施校につい

ては実施学年

の児童数)

44

48 51 57 60 63 66 68 68
30
40
50
60
70

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

校

数

全学年実施校数（各年度末）69
60
50
40
30
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※ 令和２年度は、新型コロナウイルス感染症による影響が大きく、

延参加児童数・延開催日数ともに大幅に減少した。

２ 令和３年度の方針について 

（１） 事業内容

ア 感染症拡大防止に配慮した運営の支援

開催にあたっては､十分な感染症対策を取るよう､引き続き実

行委員会及び学校と実施内容に関する調整を行っていく。 

イ 夏休み実施に向けた支援

夏季に放課後子ども教室が開催できるよう､実施内容に関する

調整を行っていく｡ 

ウ 全学年実施校の拡大に向けた支援

全学年未実施校は残り１校となったが、新校舎への移転にあ

わせた全学年実施に向け、実行委員会と協議していく。 

エ 体験機会の充実

感染症対策を取りながら､地域団体等と連携した体験プログ

ラムやスタッフが実施できるプログラムの開発･紹介を行って

いく｡

（２） 安定運営の支援

ア 各実行委員会に対する支援の継続

運営用品の準備や現場への巡回、事故の対応や会議日程の調

整及び資料作成等 

イ 全ての実行委員会参加による運営委員会、ブロック会議におけ

る情報交換や課題の検討

ウ スタッフ確保のための支援と研修等によるスキルアップ

エ 利用案内等による保護者、地域への事業趣旨のＰＲ

今後の方針 引き続き学童保育室との連携を図る。 

88.7%

11.3%

４年生

91.0%

9.0%

５年生

91.2%

8.8%

６年生

学年別登録率 

718,989

700,897

711,024 616,733

197,996

100,000

600,000

H28 H29 H30 R1 R2

延参加児童数人

11,798
11,482

11,559
10,560 6,239

6,000
H28 H29 H30 R1 R2

延開催日数
日 

12,000 

10,000 

8,000 

6,000 

58.1%

41.9%

１年生

84.7%

15.3%

２年生

89.2%

10.8%

３年生

800,000  
600,000   
400,000   
200,000 
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教 育 委 員 会 報 告 

令和３年６月１１日 

件 名 新田学園における活動環境整備の進捗状況について 

所管部課名 学校運営部学校施設管理課 

内 容 

 新田学園第一校舎に隣接する新田さくら公園のビオトープ部分を学

校活動にも利用できるよう改修することで、児童・生徒の活動環境の改

善を図る。 

１ 改修工事概要 

（１）改修範囲

新田さくら公園のビオトープ部分（約１，４００㎡）を改修する。 

（２）改修内容

学校の意見を聞き、ビオトープ部分について学校活動において利

用しやすい形態に改修する。改修内容の詳細については、新田学園

第一校舎の小学生にアンケートを実施するなどして検討していく。 

２ スケジュール（予定） 

年月 

項目 

令和３年 令和４年 

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 

設計委託 

アンケート実施

改修工事 

今後の方針 
 引き続き改修工事の詳細等ついて、学校関係者や地域へ情報提供して

いく。 

ボール遊び広場 

新田さくら公園 

改 修 範 囲

新田学園 
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教 育 委 員 会 報 告 

令和３年６月１１日 

件 名 登下校等通知メールの利用率について 

所管部課名 学校運営部学務課 

内 容 

令和３年５月２０日現在の、登下校等通知メールの利用率について報

告する。 

※ 学校別の利用率明細は、「登下校等通知メール利用率比較」（Ｐ３８参照）のとおり。

１ 登下校メールの利用率の比較について 

（１）新規開始校の利用率

令和２年度 

（２０校） 

令和３年度

（２０校） 
前年比 

全学年 17.1％ 24.4％ +7.3ポイント

  設置日程を早めたことで、前年度２月から「無料お試し期間」を設け

ることができたことから、利用者が増加したと推察される。 

（２）前年度から継続（２９校）の利用率

令和２年度 令和３年度 前年比 

全学年 18.7％ 24.5％ +5.8ポイント

小学１年のみ 48.0％ 49.1％ +1.1ポイント

進級後 
48.0％ 

(小１無料) 

41.0％ 

(小２有料) 
▲7.0ポイント

  小学１年（無料）から小学２年（有料）はやや減少したが、全学年総

計では、５．８ポイントの増となった。 

（３）導入校全校の利用率

令和２年度 

（２９校） 

令和３年度

（４９校） 
前年比 

全学年 18.7％ 24.5％ +5.8ポイント

小学１年のみ 48.0％ 49.7％ +1.7ポイント

２ 周知方法について 

（１）導入校の在校生の保護者に募集案内を配布し、「無料お試し期間」

を前倒しして実施した。１年生については、入学説明会で募集案内

を配布したうえで、サービス内容の説明を行った。 

（２）教育だより４月号の「通学路の安全」の特集に記事を掲載した。 

今後の方針 
令和元年度に９校でモデル導入した本サービスは、令和４年度に残り

の１９校への導入により、小学校全校への導入が完了する見込みである。 
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番 令　和　３　年　度　利　用　率（％） 令　和　２　年　度　利　用　率（％）

号 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計
1 千寿 68.0 45.5 49.0 19.0 19.2 6.1 38.5 58.9 54.5 21.2 17.9 11.5 8.2 32.4
2 千寿桜 45.7 35.2 40.2 5.2 4.5 4.9 24.1 46.9 50.6 5.5 4.7 3.7 5.4 20.7
3 千寿常東 44.3 31.3 40.6 15.2 7.8 9.8 23.8 40.2 43.2 15.7 8.2 9.0 3.1 19.7
4 千寿第八 50.5 43.4 27.7 9.8 3.8 1.1 22.4 47.0 30.2 10.7 3.8 1.1 0.0 14.7
5 千寿双葉 53.3 24.4 34.6 12.5 11.1 5.6 23.6 35.3 35.5 13.8 9.8 3.4 12.9 18.2
6 千寿本町 46.8 44.6 51.7 13.3 10.8 8.5 28.7 65.6 55.7 15.3 10.9 7.0 7.6 26.5
7 鹿浜五色桜 63.8 72.8 52.4 45.7 14.9 4.4 42.9 72.0 55.6 47.3 16.3 4.3 6.7 36.4
8 新田 44.6 33.0 33.2 13.1 5.7 2.3 20.5 43.7 36.3 13.0 6.1 2.2 3.3 15.8
9 宮城 41.6 21.8 31.1 8.9 4.7 4.2 18.8 26.4 38.9 8.9 4.8 4.3 2.4 14.2
10 関原 33.8 43.3 11.8 5.9 13.7 4.2 18.9 50.8 13.0 6.2 17.2 4.4 4.5 15.7
11 東伊興 43.4 47.8 17.6 15.6 5.6 8.3 23.4 61.8 16.8 14.9 5.6 6.0 8.6 18.7
12 東加平 40.4 28.2 13.2 15.9 15.1 11.6 20.9 41.9 14.5 17.3 17.0 12.9 11.1 19.0
13 東栗原 36.2 45.3 16.7 16.4 13.6 9.2 21.8 38.9 15.1 17.1 11.5 9.2 6.3 15.8
14 桜花 49.2 40.0 14.3 16.1 9.5 6.5 22.9 41.7 14.8 16.7 7.8 8.6 7.6 16.0
15 扇 36.9 45.8 8.5 15.1 9.6 6.3 21.1 41.2 8.2 16.1 9.6 6.3 7.4 14.8
16 舎人第一 46.3 35.9 17.6 15.0 14.8 21.7 25.1 55.4 19.8 15.0 14.6 22.0 2.4 21.0
17 足立入谷 42.9 36.4 17.6 0.0 16.7 5.3 18.3 40.9 16.7 0.0 16.7 5.6 2.7 13.3
18 花畑西 51.0 50.0 2.1 21.2 3.6 5.0 22.1 50.0 2.0 19.4 5.5 5.0 5.6 14.7
19 花畑第一 41.1 41.7 20.3 13.4 20.0 9.8 25.5 48.2 21.3 13.4 17.9 10.2 7.1 21.5
20 梅島第一 51.4 32.5 11.5 9.5 12.5 6.7 19.2 34.1 9.8 7.3 15.0 6.8 0.0 11.8
21 梅島 70.8 60.8 20.6 17.5 14.7 11.7 31.8 68.0 20.2 18.4 14.9 11.7 6.0 23.1
22 島根 41.3 44.4 11.7 20.0 7.4 10.1 23.2 54.4 11.5 20.7 9.0 11.0 8.4 19.6
23 中島根 51.1 27.7 12.3 9.2 7.2 2.6 15.7 34.0 10.4 9.1 5.4 2.6 3.3 9.2
24 長門 53.8 50.0 26.8 20.4 20.5 7.1 29.0 55.3 28.6 20.4 20.0 7.1 5.4 21.3
25 古千谷 42.5 43.9 11.0 13.5 12.8 6.9 20.1 43.9 11.0 14.1 11.5 7.1 8.2 14.4
26 辰沼 42.5 43.2 10.8 5.3 5.7 6.5 19.1 40.5 8.2 5.3 5.7 6.5 2.5 11.4
27 伊興 41.3 27.5 27.8 21.6 15.3 8.6 23.5 24.7 26.1 20.0 14.5 6.7 13.6 18.0
28 舎人 73.8 42.2 13.7 4.8 6.2 5.3 23.4 48.8 12.4 7.4 8.4 5.2 4.8 14.1
29 綾瀬 53.1 47.3 18.1 17.1 12.3 12.5 27.3 51.9 13.0 14.0 12.1 12.6 11.1 19.2

49.1 41.0 24.6 15.0 10.6 7.3 24.5 48.0 25.7 15.3 10.7 7.4 6.1 18.7

番 令　和　３　年　度　利　用　率（％）
号 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計
1 西新井第一 56.0 37.3 25.4 19.7 11.4 15.6 25.8
2 本木 55.4 20.9 20.0 28.4 16.7 12.0 25.1
3 寺地 52.9 34.0 25.0 17.2 16.4 6.7 25.5
4 北鹿浜 52.5 45.8 11.9 22.2 15.2 6.8 24.2
5 鹿浜西 55.0 21.7 25.0 10.5 15.4 9.4 21.4
6 皿沼 34.5 25.9 8.8 22.6 17.1 16.4 21.0
7 梅島第二 51.1 30.0 20.0 14.5 16.0 7.6 21.8
8 栗原 65.4 35.3 29.8 20.4 16.2 27.4 31.7
9 栗原北 37.3 12.7 4.8 2.9 7.0 1.2 9.5
10 栗島 41.2 25.8 15.5 10.9 9.5 16.2 19.6
11 平野 54.7 27.6 21.3 14.3 18.8 9.3 25.0
12 弥生 72.9 47.4 38.0 22.0 23.9 18.4 38.3
13 弘道 45.2 32.3 12.8 18.4 11.8 11.1 20.9
14 弘道第一 44.1 31.4 21.1 11.9 25.5 12.3 24.3
15 中川 32.6 14.3 21.1 23.3 9.6 6.7 16.6
16 大谷田 40.0 29.8 15.0 23.1 7.1 21.6 24.2
17 渕江第一 50.6 27.0 28.3 18.4 21.1 10.3 25.9
18 西保木間 48.4 13.6 9.4 7.7 11.4 10.0 17.0
19 保木間 50.9 45.5 25.5 30.0 23.5 20.4 32.6
20 竹の塚 61.9 28.0 23.2 20.4 20.0 12.5 26.4

51.1 29.3 21.3 18.4 15.9 12.4 24.4

49.7 37.2 23.5 16.1 12.4 9.1 24.5

小学校名

合　　計

令和３年度合計

令

和

元

年

度

・

２

年

度

導

入

校

令

和

３

年

度

導

入

校

合　　計

小学校名
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教 育 委 員 会 報 告 

令和３年６月１１日 

件 名 
令和２年度おいしい給食推進事業の実施結果及び令和３年度事業計画

について 

所管部課名 学校運営部おいしい給食担当課 

内 容 

令和２年度おいしい給食推進事業の実施結果及び令和３年度の事業計

画について、以下のとおり報告する。 

１ 令和２年度の実施結果（主な取り組み） 

（１）もりもり給食ウィーク

・ 実施日：６月（中止）

令和３年１月中の１週間、各学校で実施 

・ 内 容：喫食時間確保、給食時間中の教員等の関わりの充実、 

食育の実施 

（２）給食メニューコンクール

応募数は例年より減少した。

・ テーマ：「パワーアップ！家族や友だちが元気になる給食」

・ 応募数：小学生応募総数 2,406作品【R1年度：4,342作品】

中学生応募総数 2,478作品【R1年度：2,638作品】 

※ 区長賞ほか、小中学校上位各１０作品を表彰

（表彰式(10/26(月))は規模を縮小し各５作品を表彰 

（３）魚沼産コシヒカリ給食の日

・ 実施日：１０月２７日(火)

・ 内 容：中学生が「魚沼自然教室」でお世話になっている農家

の新米を小中学校、区立保育園等の給食に提供 

（４）小松菜給食の日

・ 実施日：１１月１７日（火）、１８日（水）、２５日（水）

※ 各校いずれかの日で実施

・ 内 容：ＪＡ東京スマイルより無償で提供いただいた小松菜

を使用した給食を小中学校で一斉に実施 

（５）野菜の日（衛生部との協働による糖尿病対策）

・ 実施日：月１回（各学校ごとに実施）

・ 内 容：旬の野菜を使った給食を提供し、野菜摂取の啓発と食

育を実施。また、給食だよりに家庭用レシピを掲載す 

るなど家庭での野菜摂取を啓発 

（６）「ひと口目は野菜から」事業の推進

教室掲示用ポスターを全校の各教室内に掲示し、野菜摂取の啓発を

行った。 
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（７）おいしい給食指導員の巡回指導

ベテラン学校栄養士の経験やスキルを活用し、残菜率が高い学校や

経験の浅い栄養士が配置されている学校へ巡回指導、助言を行うとと 

もに、指導改善の検証のため再訪問を行った。 

・ 訪問校数 延べ９０校（小学校：５９校 中学校：３１校）

（８）「家庭科学習指導案」､「わが家のシェフになろう」の実施

（９）ＪＩＣＡ（独立行政法人国際協力機構）の教材に取り上げ

学校での給食・食育の取り組みの様子が、同機構が作成する各国の

保健行政官向け教材映像として取り上げられた。 

２ 令和３年度の実施計画（主な予定） 

新しい生活様式や学校現場の実情を踏まえながら、学校での取り組み 

や家庭への働きかけを通じ、児童・生徒の食への意識、意欲を高めてい 

く。 

事 業 名 等 日程（予定） 取り組み 

野菜摂取啓発

「ひと口目は

野菜から」の取

り組み 

通年 

・ デザインを刷新したポス

ターを作成し、全クラス

で給食時間に掲示

・ 教室のモニターを活用し

啓発

・ 校内放送による呼びかけ

野菜の日 
通年 

(毎月１回) 

・ 学校ごとに毎月実施

・ 給食で旬の野菜を味わう

・ 給食だより等で家庭用レ

シピを提供

おいしい給食 

検討会 

毎月１回 

(２月除く) 

・ 学校栄養士のスキルアップ

・ 検討内容（献立、給食会

計、衛生管理、アレルギ

ー対応等に関する指導

と意見交換等）

もりもり給食 

ウィーク

６月(食育月間) 

１月(給食週間) 

・ 食べる時間の確保と食指

導を実施

給食メニュー 

コンクール

募集 

夏休み期間 

※ 表彰式

１０月

・ テーマに合わせた給食メ

ニュー作品を募集

魚沼産コシヒ

カリ給食の日
１０月下旬 

・ 中学生が「魚沼自然教室」

で収穫した新米を小中学

校、区立保育園等の給食

で提供
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事 業 名 等 日程（予定） 取り組み 

おいしい給食 

アンケート

実施 

１０月～１１月 

集計・分析 

１２月～ ２月 

・ 全校（小学６年生、中学２

年生）を対象に実施

小松菜給食の

日 
１１月下旬 

・ 足立区産の小松菜（ＪＡ東

京スマイル農業協同組合

より提供）を使用し給食

を実施

「家庭科学習

指導案」の活用 
通年 

・ 栄養、献立作成及び調理実

習における基礎的な指導

案を各校で活用

長期休み期間

の課題「わが家

のシェフにな

ろう！」 

通年 
・ 児童、生徒が自宅で調理を

行い、食の実践力を養う

食育リーダー

を中心とした

体制の強化 

食育リーダー

研修会 

(６月、１０

月、１月) 

・ 栄養士以外の教員を食育

リーダーとして指定

・ 学校全体でおいしい給食・

食育を推進

・ 研修会を年３回実施

学校栄養士・食

育リーダーの

スキルアップ

通年 

・ おいしい給食指導員によ

る指導、助言事例を、栄養

士、食育リーダーに周知

３ 小中学校平均残菜率・総残菜量の推移について 

（１）小中学校別平均残菜率

・ 小学校

９．０％（平成２０年度当初） →４．３％（令和２年度）

・ 中学校

１４．０％（平成２０年度当初）→１．８％（令和２年度）

（２）小中学校総残菜量

３８１ｔ（平成２０年度当初）→９４ｔ（令和２年度）

２８７ｔ減少 

※ 給食費の単価で計算すると、平成２０年度当初から令和２年度ま

で約１０, ２８５万円分を無駄にせず食べたことになる。

（３）評価・課題

おいしい給食指導員の巡回指導や、各学校での取り組みや指導によ

り減少させることができたが、学校間の差異があり、これを解消して

いくことが今後の課題である。 
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教 育 委 員 会 報 告 

令和３年６月１１日 

件 名 
【追加】足立区育英資金緊急対策（新型コロナウイルス感染症関連）

の免除条件付緊急貸付の追加支援について 

所管部課名 学校運営部学務課 

内 容 

 新型コロナウイルス感染症の収束が見えない状況で、経済的

影響を受けた大学生等については、さらに支援が必要である。

現在、緊急対策で実施している免除条件付緊急貸付を以下のと

おり、追加支援を行う予定ですので報告します。  

１ 追加貸付の概要 

（１）対象は、足立区育英資金の貸付を現在、受けている方で、免除条

  件付緊急貸付を希望する方。 

（２）免除条件付緊急貸付は１人１回のみとしたが、２回目の追加貸付

を行う。 

（３）免除条件付緊急貸付は、正規の修業年数で卒業した場合は、１回

目同様に返済免除とする。 

２ 追加貸付額 

  貸付額 １０万円（１回目と同額） 

３ 追加対象者数 

  申請日現在において、大学等に在学し足立区育英資金の貸付を受けて 

いる方。 

１３９名（令和３年４月１日現在） 

４ 必要経費 

  約１３，９００，０００円 

今後の方針 令和３年７月１日に全対象者に個別通知を発送する。 
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教 育 委 員 会 報 告 

令和３年６月１１日 

件 名 令和３年４月１日の保育所等利用待機児童の状況について 

所管部課名 子ども家庭部私立保育園課 

内 容 

１ 令和３年４月１日現在待機児童数 ０人（前年比３人減） 

  （単位：人） 

※１ ｢育児休業延長のための申込み｣であることを確認した場合または、入所でき

たら復職することの同意書の提出がない場合 

※２ 区が他に利用可能な保育所等の情報の提供を行ったにも関わらず、特定の保

育所等を希望し、待機している場合 

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4･5歳児 計

認可保育所 834 1,890 2,264 2,421 4,710 12,119

認定こども園 6 34 49 81 242 412

小規模保育 54 136 143 - - 333

家庭的保育 34 90 129 - - 253

公立認可外 - - 5 - 11 16

公設認可外 6 19 22 9 26 82

事業所内保育 1 1 - - - 2

認証保育所利用 4 18 8 2 - 32

幼稚園利用 - - - 3 1 4

企業主導型保育利用 - 12 1 - - 13

育児休業※１ 19 82 7 1 - 109

私的理由※２ 8 41 10 3 1 63

求職活動休止 - 2 1 - - 3

0 0

国
定
義
に
よ
り
待
機
児
童

か
ら
除
外
し
た
児
童
数

待機児童数

[Ａ] - [Ｂ] - [Ｃ]
0 0 0 0

除外した児童数

合　計 [Ｃ]
31 155 27 9 2

2,520 4,991 13,441

2,511

2,639

4,989 13,217

224

保
育
施
設
在
園
児
数

保育施設在園児数
935 2,170 2,612

合　計 [Ｂ]

申込者数 [Ａ]
(継続利用児含む)

966 2,325
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２ 保育需要率の推移 

保育を必要とする児童が全体に占める割合を示す「保育需要率」は、

前年比２．７ポイント増の５０．１％となった。  

年齢区分別では、１・２歳児で前年比３．１ポイント、３～５歳児

で３．０ポイント増、０歳児でも１．０ポイントの増となり、全ての

年齢区分で上昇した。 

令和３年４月１日現在 

年齢区分 
人口 ① 

（単位：人） 

保育需要数
②

（単位：人） 

保育需要率 

③（②/①）
前年比 

0 歳児 4,341 1,096 25.2% 1.0 ﾎﾟｲﾝﾄ増 

1・2 歳児 9,294 5,545 59.7% 3.1 ﾎﾟｲﾝﾄ増 

3～5歳児 14,959 7,686 51.4% 3.0 ﾎﾟｲﾝﾄ増 

全 体 28,594 14,327 50.1% 2.7 ﾎﾟｲﾝﾄ増 

【参考】保育需要率の推移（各年４月１日現在） 
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３ 保育定員の調整 

  空き定員対策として、令和３年４月入所より、一部の公立認可保育

所で入所抑制、私立認可保育所で利用定員変更を実施している。 

各年４月１日現在 

令和 2年 

（単位：人） 

令和 3年 

（単位：人） 

保育定員数（認可定員） 
16,929 

16,861 

保育定員数（入所定員） 16,697 

調整人数 -164

４ 年齢別空き定員数（各年４月１日現在）

（単位：人） 

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4・5歳児 計 

令和 3 年 371 313 248 405 1,039 2,376 

令和 2 年 362 229 308 530 1,216 2,645 

※ 令和３年度は受入可能数に対する空き人数

５ その他 

令和３年４月 1日現在の入所状況、ブロック別定員受入可能数及び、

待機児童数の集計方法等の詳細は、Ｐ４８～５０参照のこと。 

今後の方針 

新型コロナウイルス感染症拡大等の影響を的確に把握するため、令和

３年度以降も地域ごとの保育需要の状況を詳細に分析し、令和４年度以

降の待機児童解消及び維持に向けて、適正な保育定員数の確保を図る。 

また、空き定員に対して、引き続き保育定員の需給調整に関する計画を

策定し、待機児童解消アクション・プランの改定を行う。 
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１　令和３年４月１日現在の年齢別入所状況

（１） 特定教育・保育施設（２号認定・３号認定）
（単位：人）

0歳 1歳 2歳 3歳 4･5歳 計 0歳 1歳 2歳 3歳 4･5歳 計 管外委託
（再掲）

公立※1 27 126 370 453 552 1,167 2,668 86 320 407 478 1,025 2,316 14

公設民営 14 81 204 271 295 613 1,464 69 199 253 283 577 1,381 －

私立※2 112 817 1,427 1,686 1,954 3,945 9,829 679 1,371 1,604 1,660 3,108 8,422 17

小　計 153 1,024 2,001 2,410 2,801 5,725 13,961 834 1,890 2,264 2,421 4,710 12,119 31

幼保連携型 2 － 25 32 42 95 194 － 13 15 26 75 129 2

保育所型 1 － 13 14 15 34 76 － 10 14 12 24 60 －

幼稚園型 4 9 18 45 97 187 356 6 11 20 43 143 223 1

小　計 7 9 56 91 154 316 626 6 34 49 81 242 412 3

－ － － － － － － － － － 3 1 4 －

160 1,033 2,057 2,501 2,955 6,041 14,587 840 1,924 2,313 2,505 4,953 12,535 34

他自治体へ委託[再掲] 0 3 8 6 17 34

他自治体から受託[別掲] 8 21 24 30 61 144

※1　入所抑制を反映した入所定員

※2　利用定員数

（２） 特定地域型保育事業（３号認定）
（単位：人）

0歳 1歳 2歳 3歳 4･5歳 計 0歳 1歳 2歳 3歳 4･5歳 計 入所率

29 141 176 189 － － 506 54 136 143 － － 333 65.81%

129 78 238 142 － － 458 34 90 129 － － 253 55.24%

－ － － － － － － 1 1 － － － 2 －

158 219 414 331 － － 964 89 227 272 － － 588 61.00%

他自治体へ委託[再掲] 1 1 － － － 2

他自治体から受託[別掲] 3 3 6 － － 12

（３） 認可外保育施設
（単位：人）

0歳 1歳 2歳 3歳 4･5歳 計 0歳 1歳 2歳 3歳 4･5歳 計 入所率

1 6 8 10 20 44 － － 5 － 11 16 36.36%

2 6 19 23 13 28 89 6 19 22 9 26 82 92.13%

34 208 334 324 96 51 1,013 130 287 303 66 75 861 85.00%

－ － － － － － － 4 10 5 4 6 29

－ － － － － － － 26 80 77 12 18 213

－ － － － － － － 1 － 1 1 － 3

37 214 359 355 119 99 1,146 167 396 413 92 136 1,204

事業所内保育

区立認可外

認証保育所

認証保育所(区外)

合　計

合　計

施
設
数

企業主導型(区外)

企業主導型

入所数（委託を含み受託を含まない）

公設民営認可外

　定員

　定員 入所数（委託を含み受託を含まない）

施
設
数

施
設
数

家庭的保育

幼稚園

小規模保育

　定員 入所数（委託を含み受託を含まない）

認
可
保
育
所

認
定
こ
ど
も
園

合　計
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２　ブロック別定員受入可能数

（単位：人）

受入
可能数

施設数 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４･５歳

１ブロック (千住地域) 46 65 64 69 75 148 421

２ブロック (綾瀬地域) 26 40 12 20 37 111 220

３ブロック (中川地域) 12 11 8 1 14 23 57

４ブロック (佐野地域) 26 30 20 6 36 110 202

５ブロック (中央本町地域) 28 26 14 26 22 63 151

６ブロック (梅田地域) 39 29 28 13 36 82 188

７ブロック (西新井・島根地域) 14 24 20 22 14 52 132

８ブロック (六町地域) 35 26 32 12 49 87 206

９ブロック (竹の塚地域) 38 49 33 19 9 79 189

１０ブロック (宮城・小台地域) 5 10 13 15 30 43 111

１１ブロック (江北・扇地域) 25 16 25 13 21 104 179

１２ブロック (鹿浜地域) 30 24 28 7 20 62 141

１３ブロック (舎人地域) 20 10 11 14 30 54 119

１４ブロック (新田地域) 11 11 5 11 12 21 60

合　計 355 371 313 248 405 1039 2,376

【参考】施設種別ごと受入可能数

（単位：人）

施設数 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４･５歳 合計

153 193 106 149 355 975 1,778

7 1 16 29 44 51 141

29 83 38 42 0 163

129 50 119 8 0 177

3 0 0 1 4 2 7

34 44 34 19 2 11 110

355 371 313 248 405 1,039 2,376

区立認可外

認証保育所

合　計

保育施設空き状況
（認可保育所、認定こども園、小規模保育、家庭的保育、

区立認可外保育所、認証保育所）

※ ｢定員受入可能数｣は、各保育施設の｢空き定員数｣を示す。
※ 認証保育所以外は、令和3年5月入園分の募集人数

認可保育所

認定こども園

小規模保育

家庭的保育



 50

【参考】待機児童数の集計方法

（単位：人）

令和3年
4月1日

令和2年
4月1日

224 316

認証保育所・企業主導型保育・私立幼稚園を利用している 49 75

「育児休業延長のための申込み」であることを確認した場合ま
たは、入所できたら復職することの同意書の提出がない場合

109 101

特定の保育所等を希望し待機している場合
（ア＋イ＋ウ）

63 133

ア 保育施設利用申込書に第１希望の施設のみ記入している 31 59

イ 管外の保育施設のみを希望している 0 3

ウ 自宅の近く(概ね半径1㎞以内)に利用可能で空きがある「認可保
育所」、「小規模保育」、「給食を提供する家庭的保育(保育マ
マ)」又は、「認証保育所」 があるが希望していない

32 71

保護者が求職活動を休止していることを確認した場合 3 4

224 313

0 3

項　　目

（4）

２　待機児童数に含めない児童　②　（（1）+（2）+（3）+（4））

３　待機児童数　③　（①-②）

１　不承諾児童数（転園申請・取り下げ等を除いた数）　①

（1）

（2）

（3）
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教 育 委 員 会 報 告 

令和３年６月１１日 

件 名 小規模保育室の閉園について 

所管部課名 子ども家庭部子ども施設入園課 

内 容 

小規模保育事業者から経営上の理由により運営する園を閉園したい旨

の相談を受けた。 

ヒアリングの結果、当該事業者の園運営は困難であると判断し、今後

閉園の方向で調整していく。 

１ 該当園 

（１）チェリッシュ大谷田

所在地：足立区大谷田１－１ 大谷田一丁目団地２－１０３

（２）チェリッシュ大師前駅

所在地：足立区西新井１－３－１ 大師前駅ビル１階

※ ともにチャイルドステージ（株）が運営している。

２ 閉園日 

令和４年４月１日 

３ 在園児の受け入れ先の確保 

 現在、該当園に在籍している児童については０歳児・１歳児も含め、

毎年９月頃に実施している先行利用調整で受け入れ先を確保する。 

４ 補助金等の清算 

当該園については、開園時に区から整備に係る補助金を交付してい

るが、開園から５年以上経過しているため、補助金の返還は発生しな

い。 

【参考】  令和３年５月１日時点 

保育施設名 
定員数 在籍数 

０歳 １歳 ２歳 合計 ０歳 １歳 ２歳 合計 

チェリッシュ大谷田 ５ ５ ５ １５ １ ４ ５ １０ 

チェリッシュ大師前駅 ６ ６ ６ １８ ２ ３ ５ １０ 

今後の方針 関係各所と連携しながら、滞りなく閉園への準備を行う。 
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教 育 委 員 会 報 告 

令和３年６月１１日 

件 名 令和２年度の不登校児童・生徒数について 

所管部課名 こども支援センターげんき教育相談課 

内 容 

１ 令和２年度不登校児童・生徒数（累計３０日以上欠席者） 

●欠席日数別不登校児童・生徒人数

●欠席日数別不登校児童・生徒の学年別人数内訳

小 1 小 2 小 3 小 4 小 5 小 6 小計 中 1 中 2 中 3 中計 

30日-59日 10 13 16 23 26 30 118 36 38 25 99 

60日-89日 3 4 7 13 14 19 60 36 36 27 99 

90日-119日 0 3 15 7 8 13 46 34 38 38 110 

120日以上 0 3 8 14 33 30 88 73 114 170 357 

合計 13 23 46 57 81 92 312 179 226 260 665 

２ 学校種別の増減と主な要因 

増加（人数） 減少（人数） 変化なし 

小学校 43校（ 126 人） 19校（▲  48 人） 7校 

中学校 15校（  92 人） 19校（▲ 111 人） 1校 

計 58校（ 218 人） 38校（▲ 159 人） 8校 

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 前年比

小学校 265 241 239 234 312 

＋78 出席扱い (17) (26) (14) (19) (20) 

中学校 813 718 697 684 665 

－19 出席扱い (187) (224) (215) (181) (239) 

合計 1078 959 936 918 977 

＋59 出席扱い計 (204) (250) (229) (200) (259) 

小 1 小 2 小 3 小 4 小 5 小 6 小計 中 1 中 2 中 3 中計 

元年度 10 24 27 37 54 82 234 182 267 235 684 

２年度 13 23 46 57 81 92 312 179 226 260 665 

前年比 +3 -1 +19 +20 +27 +10 +78 -3 -41 +25 -19

【直近５年間の推移】 

※ 出席扱い…学校の指導要録上は出席としている者の人数（チャレンジ学級

等の学校以外の教育の場が該当） 

118
60 46

8899 99 110

357

2 1 46 10 19
46

30日-59日 60日-89日 90日-119日 120日以上

小学校 中学校

小学校

（チャレンジ学級通級者）

中学校

（チャレンジ学級通級者）

【学年別の前年度数比較】 
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（１）小学校（令和元年度との比較等）

【増加】■１０人以上増加（１校）、６人から９人増加（５校） 

・ 新型コロナウイルス感染拡大防止のための休校で、生活リ

ズムが崩れた児童が増加した。

・ ゲームやスマホの時間が増え、学習意欲がなくなった。

・ 理由が明確でない欠席が積み重なった。

【減少】■５人減少（２校）、３人から４人減少（７校） 

・ 欠席した当日に連絡がつかなければ、担任だけでなく、区

ＳＣや学習支援員が早期に家庭訪問を行った。

・ 校内体制を整え、朝の出欠確認時から丁寧な対応を行った。

（２）中学校（令和元年度との比較等）

【増加】■１０人以上増加（３校）、７人増加（２校） 

・ 家庭訪問しても会えない、電話連絡が繋がらないなど、支

援が進まない状態であった。

・ クラス替えにより、友人と上手に関係が築けずに不登校状

態となった。

【減少】■１０人以上減少（３校）、７人から８人減少（４校） 

・ チャレンジ学級への通級が、学校復帰に至った。

・ 学校外の関係機関と連携した支援が効果的だった。

・ 電話連絡、家庭訪問等を丁寧に行い、学校復帰に繋がった。

３ 学年別不登校児童・生徒数と今後の支援 

（１）不登校児童（小学生）への対応

担任中心の対応から組織的支援へ体制を整えるため、校長会等で

の周知を通じ、朝会や夕会での情報共有体制を強化する。学校復帰

が困難な場合は、ＩＣＴを活用した支援を促す。 

（２）中学進学時の支援

長期欠席児童・生徒支援シートを中学校にスムーズに引き継ぎ、

小学校時に登校渋り等があった生徒の早期把握を行う。また、中学

入学後の環境面と発達面での変化に対応するため、生徒への接し方

等の研修（教育相談コーディネーター研修等）を充実させる。 

8 16 23 26 42 47

144
197

15 30 34 55
50

132

82

63

13
23

46 57
81 92

179

226
260

1 1 5 12 26 43

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

前年度からの不登校者 新規

不登校者
チャレンジ通級者

（新規・継続の区別なし）
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４ 不登校の要因（※ 複数回答） 

５ ＮＰＯと連携した居場所を兼ねた学習支援（不登校支援）の状況 

●支援人数

小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 計 

中部地区 0 1 9 2 8 20 

西部地区 1 3 1 4 5 14 

東部地区 0 0 6 9 3 18 

計 1 4 16 15 16 52 

●支援結果（中学３年生は進路等）

中学３年生 
高校進学 15名 

チャレンジスクール､通信制

学校等

家事手伝い 1名 

小学５年生～

中学２年生 

居場所支援等

が定着 
22名 

学校復帰､チャレンジ学級に

通級又は居場所支援の継続 

継続通級困難 14名 教育相談､SSW等の個別支援 

今後の方針 

１ 居場所を兼ねた学習支援事業（不登校者対象）を北部地域で開始し、

多様な教育機会による支援を拡大する。 

２ ＩＣＴを活用した自宅学習や、学校以外での学習状況を確認できる

仕組みを構築し、外出が困難な児童・生徒にも学習の機会を確保する。 
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23

15

79

17
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5
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9
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1
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115

5
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15

5

4
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10

2
8

63

111

2

11
5

15

21

69

62
0

0 50 100 150

その他（上記該当なし）

生活リズムの乱れ・遊び

無気力・不安

その他

家庭の不和

親子の関係

生活の変化（親の離婚等）

入学、編入学等の不適応

その他

校則等を守りたくない

生徒指導が厳しい･堅苦しい

部活動等への不適応

進路に係る不安

その他

試験・定期考査等への不適合

勉強が嫌い

授業がわからない・ついていけない

その他

授業・学校がつまらない

教員と上手くいかない

教員とのトラブル（叱責・注意等）

その他

友人ができない

友人との関係が悪化

いじめ 中学校 小学校❶いじめ

➋いじめを除く
友人関係 

❸教員との
関係 

❹学業不振

❺進路に関する不安 

➐学校のきまり等 
の問題 

❾家庭に係る状況 

❽入学、編入学等の不適応 

➓本人の課題 

⓫その他 

420 

190 

❻部活動等への不適応 



55 

令和２年度 足立区における不登校児童・生徒数      

（ブロック別） 
※ グラフ上段は小学校

  下段は中学校 

64 

68 
76 

85 

93 
71 

95 

56 

56 

97 130 

46 

40 

小学校 ３１２人 

中学校 ６６５人 

合 計 ９７７人 
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不登校

234
家庭環境

144

発達障がい

19

健康・保健

15

児童虐待

10

非行・不良

8
その他

7
暴力行為

5 いじめ

2

教 育 委 員 会 報 告 

令和３年６月１１日 

件 名 令和２年度のスクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）活動実績について 

所管部課名 こども支援センターげんき教育相談課 

内 容 

全小・中学校を巡回するＳＳＷの活動実績について報告する。 

１ 令和２年度のＳＳＷの主な活動内容 

・ 校内会議への参加等を通じた教職員・スクールカウンセラー・関

係機関との情報共有及び支援内容の計画

・ 家庭訪問を通じた、児童・生徒、保護者の状況確認や学校以外の

居場所への繋ぎなどの直接支援

【支援の対象となった児童生徒数】 

令和２年度 
令和元年度 

総件数 

平成 30年度 

総件数 
単回 

相談 

継続 

支援 
総件数 

小学校 37 164 201 202 180 

中学校 31 212 243 222 183 

合 計 68 376 444 424 363 

※ 単回相談：１回の学校へのコンサルテーションで終了したもの

【訪問活動の回数】 

学校 2,246 

家庭 1,693 

関係機関（病院、福祉事務所等） 299 

【主訴別件数】 

※ 不登校の例

・ インターネットやゲーム依存による生

活リズムの乱れ、昼夜逆転

・ 不安やストレスが高い状態が続いたこ

とによる登校する意欲の低下

※ 家庭環境の例

・ 母の精神疾患に伴う家庭の養育力

の欠如

・ 受けられる支援を知らないことに

よる家庭環境の悪化
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184

413
476

363
424 444

19 76
126 124 149 145

10.33%

18.40%

26.47%
34.16% 35.14%

32.66%

0.0%

20.0%

40.0%

0

200

400

H 2 7 H 2 8 H 2 9 H 3 0 R 1 R 2

相談件数 解決または改善 改善率

２ 活動による成果 

・ 児童・生徒の関連機関や福祉事務所と連携を図った（３８件）。 

（例）福祉事務所ケースワーカーと連絡を取りにくい家庭への同

行訪問などを通じて、医療・福祉等の外部支援へつなげた。 

・ 保健所や医療機関等へつないだ（１５件）。

（例）ゲーム依存で昼夜逆転した児童・生徒を医療機関につなげ

た。保健師の支援も開始され、通院や訪問看護の利用により、

状況が改善し、登校日数が増えた。 

・ 配食サービスへつないだ（５７件）。

（例）コロナ禍における学校の臨時休業により、食の確保が困難

となった児童・生徒を配食サービスにつないだ。 

【相談件数と改善又は解決した件数】 

３ 令和３年度の実施内容 

・ 東京都ユースソーシャルワーカーとの連絡会の定期開催などに

より、連携を一層強化し、高校進学時の円滑な支援の継続や、

適切な進路選択のための支援体制を構築する。

・ 研修を充実させ、スクールソーシャルワークの幅広い知識と支

援の視点の習得を図る。

・ 区内に必要な支援を行き届かせるため、中学校を拠点校として、 

すべての小学校を月に１回を目安に巡回する。

今後の方針 

学校のスクールソーシャルワークに対する理解を深めることと、ＳＳ

Ｗが各関係機関との協力体制を強化していくことにより、児童・生徒、

保護者への支援を充実させる。 

※ 解決とは、学校と協議した結果、主たる要因が解消された場合

※ 改善とは、複数の要因のうち、いくつかの要因が解決された場合

や、主たる要因の解消に向けて進展した場合 
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教 育 委 員 会 情 報 連 絡 

令和３年６月１１日 

件 名 令和３年度区立学校周年記念式典等について 

所管部課名 学校運営部学校支援課 

内 容 

令和３年度の区立小・中学校周年記念の式典等については以下のとお

り実施される予定である。なお、祝賀会については行われない。 

※ 学校名の後の（ ）は周年数

学校名 実施日 式典 記念誌 

大谷田小（70） 10/16 ✕ 済 

千寿小（20） 10/30 〇 〇 

渕江小（120） 
11/6 

〇 〇 

東渕江小（110） 〇 〇 

東伊興小（50） 
11/13 

〇 〇 

皿沼小（40） 〇 〇 

第四中[夜間]（70） 11/14 検討中 検討中 

花畑西小（50） 

11/20 

〇 〇 

栗島中（40） 〇 〇 

足立入谷小（20） 〇 〇 

花畑小（120） 
11/27 

〇 〇 

東島根中（60） 〇 〇 

寺地小（80） 
12/4 

✕ 済 

中川北小（50） 〇 〇 

島根小（60） 
12/11 

〇 〇 

千寿常東小（20） 〇 〇 

千寿桜小（30） 2/26 〇 〇 

小学校１４校、中学校３校 

網掛は令和２年度予定からの実施延期校 

今後の方針 
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教 育 委 員 会 情 報 連 絡 

令和３年６月１１日 

件 名 綾瀬小学校における標準服の導入について 

所管部課名 学校運営部学校支援課 

内 容 

綾瀬小学校開かれた学校づくり協議会（以下、「協議会」という）に

おいて、令和４年度より標準服を導入することが決定された。 

１ 契機 

令和４年度に創立６０周年と新校舎完成を迎えることをきっかけ 

に導入することが協議会で提案された。 

２ 経過 

【令和２年２月】 協議会の下に標準服導入検討委員会（以下、 

「検討委員会」という）を発足し検討を開始 

【令和２年１２月】検討委員会が他区の標準服導入校を視察 

また、学区域内の未就学児の保護者等にアン 

ケートを実施

【令和３年２月】 検討委員会が新年度入学予定の保護者にアン 

ケートを実施

【令和３年３月】 協議会で標準服導入を決定 

【令和３年４月】 協議会で「標準服デザイン等検討委員会」を 

発足。今後、具体的なデザインや販売方法等 

を検討していく。 

今後の方針 
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教 育 委 員 会 情 報 連 絡 

令和３年６月１１日 

件 名 
令和４年度新入学児童・生徒受入可能人数の公表と学校選択制度の周知、

および入学者向け学校説明会の日程について 

所管部課名 学校運営部学務課 

内 容 

以下のとおり、令和４年度新入学児童・生徒受入可能人数と入学者向け学

校説明会の日程を公表するとともに、学校選択制度の保護者への周知用パン

フレットを配布した。

１ 令和４年度の各小中学校の入学受入可能人数 

 各小中学校、保育園、区民事務所等の区内各施設に掲示を依頼し、区民 

に公表した。 

２ 令和４年度入学者向け学校説明会の日程 

区立小中学校で６月に実施する令和４年度入学者向け学校説明会の日程

について、各小中学校、保育園、区民事務所等の区内各施設に掲示を依頼

し、区民に公表した。 

３ 学校選択制度の保護者への周知用パンフレット 

令和４年度就学予定である幼稚園、保育園、認定こども園等の年長児と

小学校６年生の保護者に配布した。また、区民事務所等の区内各施設にお

いても配布を依頼した。 

なお、小学校については、選択の範囲を隣接校等に限定しているため、

小学校入学予定者の保護者には、「学校選択制度の改正について」のチラ

シを同封した。

【参考】 

・ 「令和４年度小学校受入可能人数一覧表」および「令和４年度中学

校受入可能人数一覧表」（Ｐ６１～６２参照）

・ 「（６月）学校説明会日程一覧（小・中）」（Ｐ６３～６４参照）

・ 「足立区の学校選択制度」のパンフレット及び「学校選択制度の改

正について」のチラシ（別添資料２参照）

【掲示施設】 

学務課、区立小中学校、幼稚園、保育園、認定こども園、区民事務所、住

区センター、児童館、図書館、生涯学習センター、地域学習センター、こど

も支援センターげんき、障がい福祉センター 

今後の方針 



令和４年度　小学校 受入可能人数一覧表

問い合わせ先　足立区教育委員会事務局  学務課就学
係 ℡０３－３８８０－５９６９ 

61

(五十音順)

№ 学校名
令和３年度
入学者数

令和４年度
受入可能人数 備 考 № 学校名

令和３年度
入学者数

令和４年度
受入可能人数 備 考

1 青井小 52 65 35 千寿双葉小 90 100

2 足立小 93 100 36 千寿本町小 62 65 前年度 抽選

3 足立入谷小 7 65 37 竹の塚小 42 65

4 綾瀬小 143 170 38 辰沼小 87 100

5 伊興小 92 135 39 寺地小 68 65 前年度 抽選

6 梅島小 89 100 前年度 凍結 40 舎人小 80 100

7 梅島第一小 37 65 41 舎人第一小 82 100

8 梅島第二小 44 65 42 中川小 46 65

9 桜花小 61 65 前年度 抽選 43 中川北小 69 100

10 扇小 65 65 前年度 抽選 44 中川東小 51 65

11 大谷田小 60 65 前年度 凍結 45 中島根小 47 65

12 興本小 60 100 46 長門小 39 65

13 加平小 98 100 前年度 抽選 47 西新井小 83 100

14 亀田小 103 135 48 西新井第一小 50 65

15 北三谷小 53 65 49 西新井第二小 42 65

16 北鹿浜小 40 65 50 西伊興小 114 100 前年度 抽選

17 栗島小 51 100 51 西保木間小 31 65

18 栗原小 52 65 52 花畑小 46 65

19 栗原北小 51 100 53 花畑第一小 73 100

20 弘道小 42 65 54 花畑西小 51 65

21 弘道第一小 59 65 55 花保小 94 100 前年度 凍結

22 江北小 115 135 56 東綾瀬小 86 100

23 古千谷小 79 100 前年度 凍結 57 東伊興小 99 100 前年度 抽選

24 皿沼小 55 100 58 東加平小 99 100 前年度 抽選

25 鹿浜五色桜小 69 100 59 東栗原小 58 100

26 鹿浜第一小 81 100 60 東渕江小 100 135

27 鹿浜西小 20 65 61 平野小 93 100

28 島根小 92 100 前年度 凍結 62 渕江小 59 65

29 新田小 182 170 63 渕江第一小 89 100

30 関原小 76 100 64 保木間小 57 65

31 千寿小 178 170 65 宮城小 87 100

32 千寿桜小 90 100 66 六木小 71 100

33 千寿常東小 78 100 67 本木小 65 65 前年度 凍結

34 千寿第八小 91 100 68 弥生小 96 100 前年度 凍結

　受入可能人数は、教室数や住民基本台帳の人数、近年の就学状況等を勘案して算出しています。

　Ｎｏ２２ 江北小学校と高野小学校は、元都営住宅跡地（江北四丁目２１番）に新校舎を建築し、新校名
「江北小学校」として、令和４年４月に新校舎へ移転・統合する予定です。

　令和４年度入学の新一年生について、各学校の入学可能な人数の上限を示す「受入可能人数」は、
次のとおりです。

  凍結は、入学希望者が一定人数を超えた場合、抽選を行わず希望者全員を受け入れ、学区域以外からの
入学をお断りすることとなった学校です。

　No４ 綾瀬小学校は、改築工事のため、令和２年４月から仮設校舎で学校運営を行っています。
令和４年４月に新校舎に移転する予定です。

　No１６ 北鹿浜小学校とNo２７ 鹿浜西小学校は、旧鹿浜中学校跡地（鹿浜五丁目１８番）に新校舎を建築
し、令和５年４月に新校舎へ移転・統合する予定です。



令和４年度　中学校 受入可能人数一覧表

問い合わせ先　足立区教育委員会事務局 学務課就学係 

℡０３－３８８０－５９６９
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(青井中以降 五十音順)

№ 学 校 名
令和３年度
入学者数

令和４年度
受入可能人数 備 考

1 第一中 116 130 前年度　凍結
2 第四中 209 205 前年度　抽選
3 第五中 97 95
4 第六中 94 95 前年度　凍結
5 第七中 133 130 前年度　抽選
6 第九中 165 195 前年度　凍結
7 第十中 164 165 前年度　抽選
8 第十一中 207 205 前年度　抽選
9 第十二中 111 165
10 第十三中 193 205
11 第十四中 242 270
12 青井中 35 60
13 伊興中 181 205
14 入谷中 46 60
15 入谷南中 120 130
16 扇中 58 95
17 加賀中 66 95
18 蒲原中 203 205 前年度　抽選
19 栗島中 67 60
20 江南中 55 60
21 江北桜中 135 130 前年度　抽選
22 鹿浜菜の花中 160 165
23 新田中 197 205
24 千寿青葉中 105 130
25 千寿桜堤中 167 165 前年度　抽選
26 竹の塚中 57 60
27 西新井中 164 205 前年度　抽選
28 花畑中 103 95 前年度　抽選
29 花畑北中 34 60
30 花保中 74 95
31 東綾瀬中 169 205
32 東島根中 107 130
33 渕江中 178 205
34 谷中中 164 165 前年度　抽選
35 六月中 151 165

　令和４年度入学の新一年生について、各学校の入学可能な人数の上限を示す「受入可能人数」は、
次のとおりです。

　No２４ 千寿青葉中学校は、改築工事のため令和元年８月から仮設校舎（千住緑町一丁目４番１６
号）で学校運営を行っています。令和３年度中に新校舎へ移転する予定です。

　No３１ 東綾瀬中学校は、令和４年８月から令和６年７月まで、仮設校舎（東綾瀬一丁目５番３号）
へ移転する予定です。

　受入可能人数は、教室数や住民基本台帳の人数、近年の就学状況等を勘案して算出しています。

  凍結は、入学希望者が一定人数を超えた場合、抽選を行わず希望者全員を受け入れ、学区域以外か
らの入学をお断りすることとなった学校です。
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来校される方は検温をしていただき、37.5℃以上の発熱のある方や体調の優れない方は、参加をお控えください。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、授業公開は行いません。

電話での
障がい種別 事前予約

ア 青 井 小 3 (木) 10:45 ～ 11:15 知的 3 (木) 10：25～10：45 不要 3880-2255

足 立 小 11 (金) 10:00 ～ 11:00 知的・弱視 11 (金) 10：00～11：00 不要 3887-8891

足 立 入 谷 小 12 (土) 10:30 ～ 11:30 不要 3853-0421

綾 瀬 小 16 (水) 10:30 ～ 11:30 不要 3605-7328

イ 伊 興 小 17 (木) 11:00 ～ 11:30 不要 3899-1134

ウ 梅 島 小 10 (木) 15:00 ～ 16:00 、11 (金) 15:00 ～ 16:00 不要 3889-9501

梅 島 第 一 小 9 (水) 10:50 ～ 11:20 不要 3889-0334

梅 島 第 二 小 10 (木) 10:45 ～ 11:15 知的 8 (火) 11：30～12：10 要 3889-1401

オ 桜 花 小 9 (水) 10:30 ～ 11:30 知的 9 (水) 10：30～11：30 不要 3885-4911

扇 小 8 (火) 15:30 ～ 16:45 不要 3898-2156

大 谷 田 小 10 (木) 10:30 ～ 11:00 不要 3605-6344

興 本 小 19 (土) 11:00 ～ 11:50 不要 3890-7104

カ 加 平 小 19 (土) 10:15 ～ 10:45 不要 3884-0716

亀 田 小 17 (木) 11:00 ～ 11:30 、17 (木) 13:30 ～ 14:00 不要 3889-2621

キ 北 三 谷 小 10 (木) 9:50 ～ 10:20 不要 3605-6481

北 鹿 浜 小 10 (木) 15:20 ～ 16:00 不要 3853-3151

ク 栗 島 小 16 (水) 10:40 ～ 11:10 不要 3887-6491

栗 原 小 10 (木) 10:40 ～ 11:25 不要 3887-6391

栗 原 北 小 15 (火) 15:00 ～ 15:45 不要 3853-1216

コ 弘 道 小 10 (木) 10:40 ～ 11:10 不要 3887-6691

弘 道 第 一 小 10 (木) 10:00 ～ 10:30 不要 3889-4437

江 北 小 3899-1144

高 野 小 3890-4401

古 千 谷 小 11 (金) 15:30 ～ 16:00 知的 11 (金) 14：45～15：15 不要 3855-3161

サ 皿 沼 小 10 (木) 10:45 ～ 11:30 不要 3857-4651

シ 鹿浜五色桜小 9 (水) 10:00 ～ 11:00 不要 3898-1321

鹿 浜 第 一 小 12 (土) 10:45 ～ 11:15 知的 12 (土) 10：20～10：40 不要 3899-3456

鹿 浜 西 小 11 (金) 10:40 ～ 11:10 不要 3897-1181

島 根 小 4 (金) 9:50 ～ 10:20 不要 3884-0121

新 田 小 10 (木) 15:00 ～ 15:45 知的 10 (木) 15：50～16：20 不要 3912-9436

セ 関 原 小 11 (金) 15:30 ～ 16:30 知的 11 (金) 15：30～16：30 不要 3889-7216

千 寿 小 11 (金) 10:00 ～ 10:50 、11 (金) 11:10 ～ 12:00 、11 (金) 14:10 ～ 15:00 不要 3888-5456

千 寿 桜 小 10 (木) 10:30 ～ 11:00 知的 10 (木) 11：00～11：30 不要 3888-5356

千 寿 常 東 小 18 (金) 15:00 ～ 15:30 知的 18 (金) 15：45～16：15 不要 3888-5466

千 寿 第 八 小 9 (水) 10:40 ～ 11:25 不要 3888-7826

千 寿 双 葉 小 9 (水) 10:00 ～ 11:00 不要 3888-6326

千 寿 本 町 小 10 (木) 10:00 ～ 11:00 、18 (金) 10:00 ～ 11:00 難聴・言語 不要 3888-8361

タ 竹 の 塚 小 12 (土) 10:20 ～ 11:05 不要 3884-5334

辰 沼 小 10 (木) 14:00 ～ 14:30 知的 不要 3629-2421

テ 寺 地 小 10 (木) 10:30 ～ 11:00 不要 3890-7204

ト 舎 人 小 1 (火) 11:00 ～ 11:45 不要 3899-1146

舎 人 第 一 小 19 (土) 9:00 ～ 10:00 不要 3897-9917

ナ 中 川 小 10 (木) 11:30 ～ 12:00 不要 3605-7777

中 川 北 小 9 (水) 11:10 ～ 11:40 不要 3620-3831

中 川 東 小 17 (木) 14:00 ～ 15:00 難聴・言語 不要 3629-4511

中 島 根 小 19 (土) 10:00 ～ 10:30 不要 3850-4071

長 門 小 11 (金) 11:15 ～ 12:00 不要 3602-8887

ニ 西 新 井 小 8 (火) 10:40 ～ 11:25 不要 3890-5591

西新井第一小 8 (火) 10:00 ～ 10:30 不要 3890-4504

西新井第二小 11 (金) 10:30 ～ 11:30 不要 3899-2151

西 伊 興 小 5 (土) 11:40 ～ 12:10 知的 5 (土) 11：40～12：10 不要 3897-8251

西 保 木 間 小 12 (土) 10:00 ～ 11:00 不要 3884-3295

ハ 花 畑 小 12 (土) 9:00 ～ 10:00 知的 12 (土) 9：00～10：00 不要 3883-6791

花 畑 第 一 小 4 (金) 15:00 ～ 15:45 不要 3884-0726

花 畑 西 小 12 (土) 10:30 ～ 11:30 不要 3883-1471

花 保 小 18 (金) 15:30 ～ 16:30 不要 3885-7335

ヒ 東 綾 瀬 小 12 (土) 10:15 ～ 10:45 不要 3620-7141

東 伊 興 小 12 (土) 10:00 ～ 10:40 不要 3897-5341

東 加 平 小 17 (木) 10:30 ～ 11:30 不要 3606-1511

東 栗 原 小 10 (木) 15:30 ～ 16:00 不要 3883-4215

東 渕 江 小 17 (木) 10:45 ～ 11:15 知的 不要 3605-2013

平 野 小 3 (木) 15:00 ～ 15:30 知的 3 (木) 15：00～15：30 不要 3859-4481

フ 渕 江 小 10 (木) 10:00 ～ 11:00 知的 10 (木) 11：00～12：00 不要 3884-1416

渕 江 第 一 小 14 (月) 11:00 ～ 11:30 不要 3884-4611

ホ 保 木 間 小 12 (土) 10:50 ～ 11:20 不要 3884-0416

ミ 宮 城 小 24 (木) 15:30 ～ 16:00 知的 不要 3913-5338

ム 六 木 小 10 (木) 10:20 ～ 10:50 知的 10 (木) 9：45～10：15 不要 3629-4421

モ 本 木 小 19 (土) 9:25 ～ 10:10 知的 19 (土) 11：25～11：45 不要 3890-7201

ヤ 弥 生 小 8 (火) 15:00 ～ 16:00 難聴・言語 8 (火) 15：00～16：00 不要 3889-3516

10月に実施予定のため、6月は実施しません。

◆（６月）学校説明会日程一覧（区立小学校）◆

通　常　学　級 特別支援学級（固定級・通級設置校）
連 絡 先

学校へご相談ください。

学校へご相談ください。

4 不要

学校説明会

学校へご相談ください。

学校へご相談ください。

3 15:30
高野小と江北小は合同開催

（会場は江北小）
、

〔令和3年度：学校選択（小）〕

16:00

下表の日程で学校説明会を行います。学校を選ぶ際の参考にしてください。マスクの着用と、上履き、下履き入れ、筆記用具のご持参をお願いいたします。

～15:30(木)

学 校 名 学校説明会

学校説明会の際、手話による通訳を希望される場合は各学校へご相談ください。

高野小学校へご相談ください。知的16:00～(金)

（注）江北小学校と高野小学校は、令和４年４月に統合し、「江北小学校」となります。今回の入学者向け説明会は現在の江北小学校で開催します。

会場は第二校舎です。 会場は第二校舎です。
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来校される方は検温をしていただき、37.5℃以上の発熱のある方や体調の優れない方は、参加をお控えください。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、授業公開は行いません。

電話での

障がい
種別

事前予約

第 第 一 中 12 (土) 10:30 ～ 11:00 知的 12 (土) 10：30～11：00 不要 3888-5426

10 (木) 13:45 ～ 14:25

10 (木) 15:10 ～ 15:55

第 五 中 19 (土) 11:00 ～ 12:00 不要 3898-7391

第 六 中 19 (土) 11:00 ～ 11:45 知的 19 (土) 11：45～12：15 不要 3898-7491

第 七 中 19 (土) 11:30 ～ 12:15 知的 不要 3887-7691

第 九 中 17 (木) 15:00 ～ 16:00 不要 3887-7791

第 十 中 26 (土) 10:00 ～ 10:40、 26 (土) 11:00 ～ 11:40 不要 3887-7891

第 十 一 中 22 (火) 15:00 ～ 16:00、 24 (木) 15:00 ～ 16:00 不要 3887-8191

第 十 二 中 19 (土) 12:00 ～ 13:00 不要 3605-2734

第 十 三 中 19 (土) 11:00 ～ 11:40 知的 16 (水) 10：00～10：40 要 3605-4711

第 十 四 中 15 (火) 14:00 ～ 15:00、 17 (木) 14:00 ～ 15:00 不要 3899-1191

ア 青 井 中 19 (土) 10:45 ～ 11:30 不要 3880-2231

イ 11 (金) 14:00 ～ 15:00

11 (金) 15:25 ～ 16:25

入 谷 中 19 (土) 11:00 ～ 11:40 不要 3855-3196

入 谷 南 中 19 (土) 10:40 ～ 11:30 不要 3897-9919

オ 扇 中 19 (土) 11:00 ～ 11:50 不要 3856-1421

カ 加 賀 中 12 (土) 11:30 ～ 12:00 不要 3857-1121

蒲 原 中 15 (火) 14:50 ～ 15:50 不要 3605-8335

ク 栗 島 中 19 (土) 11:00 ～ 12:00 知的 19 (土) 11：00～12：00 不要 3852-1011

コ 江 南 中 19 (土) 11:00 ～ 11:30 不要 3911-6413

江 北 桜 中 5 (土) 11:00 ～ 12:00 不要 3854-1191

シ 鹿浜菜の花中 19 (土) 10:45 ～ 11:30 知的 19 (土) 10：00～10：30 不要 3899-1504

新 田 中 10 (木) 15:00 ～ 15:45 知的 10 (木) 16：00～16：30 不要 3913-6665

セ 千 寿青 葉中 19 (土) 11:00 ～ 11:50 不要 3888-7456

千 寿桜 堤中 12 (土) 11:00 ～ 11:40 不要 3888-5081

タ 竹 の 塚 中 19 (土) 10:40 ～ 11:30 不要 3883-1251

ニ 西 新 井 中 12 (土) 11:15 ～ 12:00 不要 3890-8167

ハ 花 畑 中 19 (土) 10:30 ～ 11:30 知的 19 (土) 10：30～11：30 不要 3884-0731

花 畑 北 中 17 (木) 16:00 ～ 17:00 不要 3859-5031

花 保 中 12 (土) 11:00 ～ 11:45 不要 3859-8011

ヒ 東 綾 瀬 中 19 (土) 10:00 ～ 10:45 知的 19 (土) 9：30～10：00 不要 3605-6565

東 島 根 中 26 (土) 11:00 ～ 11:40 不要 3884-1331

フ 渕 江 中 12 (土) 11:50 ～ 12:30 不要 3885-0039

ヤ 谷 中 中 12 (土) 10:30 ～ 11:15 不要 3620-6662

ロ 六 月 中 19 (土) 13:30 ～ 14:30 不要 3859-1072

学校説明会の際、手話による通訳を希望される場合は各学校へご相談ください。

〔令和3年度：学校選択（中）〕

◆（６月）学校説明会日程一覧（区立中学校）◆

通　常　学　級 特別支援学級（固定級・通級設置校）

下表の日程で学校説明会を行います。学校を選ぶ際の参考にしてください。マスクの着用と、上履き、下履き入れ、筆記用具のご持参をお願いいたします。

3855-2361

連 絡 先

学 校 名 学校説明会 学校説明会

不要

不要

会場は第二校舎です。 会場は第一校舎です。

下記３校以外の小学校の在校生を対象

弥生・足立・梅島小学校の在校生を対象

3887-6891

知的 11 (金) 14：00～15：00

会場は東校舎（興本小学校）です。

第 四 中

10月に実施予定のため、6月は実施しません。

伊 興 中
古千谷・西伊興小学校の在校生を対象

上記2校以外の小学校の在校生を対象
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教 育 委 員 会 情 報 連 絡 

令和３年６月１１日 

件 名 足立区子ども施設指定管理者の評価方法の改定について 

所管部課名 子ども家庭部子ども施設運営課 

内 容 

子ども施設指定管理者の評価について、足立区子ども施設指定管理評

価委員会に諮問し評価を行っているが、以下の４点について、区で定め

た「指定管理者制度に関する基本的な考え方について（以下、「ガイド

ライン」という。）」の評価方法と異なっていたため、令和３年度の評

価（令和２年度実施事業）から改定を行う。

１ 評価段階の変更 

４段階評価で行っていたが、ガイドラインに合わせて５段階評価とす

る。旧評価では水準レベルまで達成していた場合を満点（３点）として

いたが、新評価では区の水準を上回る取り組み・成果があった場合に満 

点（５点）とすることで、指定管理者の創意・工夫を促す評価とする。 

なお、評価にあたっては、水準を具体的に定め、明らかにした上で

評価する。 

旧評価 新評価 

３点 
実施している 

（工夫あり） 

５点 水準を大きく上回る 

４点 水準を上回る 

２点 
一部は実施できてい 

ないが基準内 
３点 水準どおり 

１点 
実施できていない部 

分が多い 
２点 水準を下回る 

０点 実施できていない １点 水準を大きく下回る 

２ 評価判定ランクの変更 

各ランクに対する得点率をガイドラインに合わせる。 

ランク 旧評価得点率 新評価得点率 

Ａ＋ 100.0％～94.4％  100.0％～90.0％  

Ａ 94.3％～85.0％  89.9％～83.0％  

Ａ－ 84.9％～80.0％  82.9％～75.0％  

Ｂ＋ 79.9％～75.0％  74.9％～67.0％  

Ｂ 74.9％～65.0％  66.9％～59.0％  

Ｂ－ 64.9％～60.0％  58.9％～54.0％  

Ｃ 59.9％～ 0.0％  53.9％～ 0.0％  

Ｄ 
Ｃランクで財務診断結果が１項目でも１点となっ

た場合 
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３ 評価割合の見直し 

利用者満足度について、ガイドラインに合わせ評価点全体の２割程

度へ変更する。 

中項目 旧評価(A) 新評価(B) 差(B-A) 

適切な管理の履行 ６．７% ６．０% △０．７%

安全性の確保 １０．０% ９．１% △０．９%

法令等の遵守 １０．０% ９．１% △０．９%

適切な財務・財産管理 ８．３% ７．６% △０．７%

利用者の満足度 １１．７% １９．７% ＋８．０% 

事業の取り組み ５３．３% ４８．５% △４．８%

合計 １００．０% １００．０% ０．０％ 

４ ランクダウン制の導入 

悪質な事故等（※１）があった場合は、評価委員会の判断により、

総合評価をワンランクダウンさせる仕組みをガイドライン（※２）に

合わせて導入する。 

※１ 悪質な事故等とは、園児の生命に関わる事故を想定

※２ ガイドラインの「（１１）事故等の反映について」に「ただし、

悪質な事故等の場合は、評価委員会の判断により、総合評価をワン

ランク下げるなどの対応を取る」と定められている（例Ａ→Ｂ）

今後の方針 担 適正な評価を実施し、子ども施設指定管理者の改善につなげていく。 
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教育委員会情報連絡 

青少年課 

事業実施報告（５月） 

行事名 実施日 会場 参加者数 

中高生の居場所づくり 

毎週水・日曜日（6回） 
新田地域学習センター他 

中止 

第 4日曜日（1回） 中止 

第 1土曜日（1回） 佐野地域学習センター 中止 

第 2土曜日（1回） 
神明住区センター 

中止 

第 4土曜日（1回） 中止 

あだち日曜教室 9日（日） 梅田地域学習センター 中止 

ジュニアリーダー 

スーパー研修会

16日（日） 梅田地域学習センター 7/11 に変更 

23日（日） 宮城ゆうゆう公園 7/25 に変更 

親子体験キャンプ 23日（日） 舎人公園 中止 

科学体験講座 

9日（日） 

ギャラクシティ 

中止 

22日（土） 中止 

23日（日） 中止 

事業実施予定（６月） 

行事名 実施日 会場 参加予定数 

中高生の居場所づくり 

毎週水・日曜日（7回） 
新田地域学習センター他 

10人 

第 4日曜日（1回） 10人 

第 2土曜日（1回） 
神明住区センター 

10人 

第 4土曜日（1回） 10人 

成人の日の集い 

実行委員会 

3日（木） 本庁舎 1202会議室 15人 

17日（木） 本庁舎 1203会議室 15人 

ジュニアリーダー 

スーパー研修会

6日（日） 
梅田地域学習センター 

35人 

20日（日） 35人 

あだち日曜教室 13日（日） 梅田地域学習センター 31人 

科学体験講座 

13日（日） 

ギャラクシティ 

19人 

26日（土） 20人 

27日（日） 10人 

アートボランティア講座
16日（水） 

東京未来大学 
15人 

30日（水） 15人 

めざせキャンプの達人 27日（日） 宮城ゆうゆう公園 20人 
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教 育 委 員 会 情 報 連 絡 

令和３年６月１１日 

件 名 こども支援センターげんきにおけるオンライン相談の開始について 

所管部課名 こども支援センターげんき 支援管理課、教育相談課 

内 容 

こども支援センターげんきにおいて、発達と教育に関するオンライン

相談を開始する。 

１ 発達相談について 

（１）相談内容

発達の遅れ、学習障がい、コミュニケーションの不安等

（２）対象者

ア 小・中学のお子さんを持つ保護者で、希望をされる方

イ 高校生で発達相談を受けている生徒のうち、希望される生徒

（３）申し込み方法

発達支援係に電話又はＦＡＸで予約

２ 教育相談について 

（１）相談内容

不登校、学習の遅れ等

（２）対象者

教育相談を受けている方(新規申し込み者含む)のうち希望者

（３）申し込み方法

西新井教育相談係に電話又はＦＡＸで予約

３ 開始日時等 

令和３年７月２６日(月)より 

月曜～土曜の９時～１７時（日・祝・年末年始除く） 

※ 事前予約制

今後の方針 学校、あだち広報７月２５日号、区ホームページ等で周知する。 
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教 育 委 員 会 情 報 連 絡 

令和３年６月１１日 

件 名 防球ネットの安全点検について 

所管部課名 
施設営繕部 中部地区建設課 東部地区建設課 西部地区建設課 

学校運営部 学校施設管理課 

内 容 

令和３年４月、宮城県白石市の小学校において、校庭に設置されて

いる防球ネットの木製の支柱が折れ、児童が死傷する痛ましい事故が

発生した。同様の事故の再発を防止するため、防球ネットの緊急点検

を実施したので、以下のとおり報告する。 

１ 点検対象 

小学校、中学校全１０４校のうち９５校（９校は防球ネットの設

置無し） 

２ 点検方法 

  支柱のひび割れや傾きの有無等共通のチェックリストを作成し、

建築技術職員による簡易外観調査を基に、安全性をＡからＤの４段

階に判定分類した（区内に木製の支柱は無し）。 

３ 点検実施日 

  ５月６日から５月２６日 

４ 判定結果 

判定分類 判定結果 

Ａ（設置から概ね１０年以内で良好

な状態） 
３７件 

Ｂ（一部錆や劣化は見られるが、安

全上支障の無い状態） 
５８件 

Ｃ（詳細調査必要）※ ０件 

Ｄ（緊急対応） ０件 

※ 老朽化による支柱のひび割れや傾きが有る場合

今後の方針 
今後も定期的な点検により安全性を確保していく。 

７月の文教委員会においても、本件内容について情報連絡する。 
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教 育 委 員 会 情 報 連 絡 

令和３年６月１１日 

件 名 地域文化倶楽部(仮称)創設支援事業の実施について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室地域文化課 

内 容 

１ 目的 

 ギャラクシティを拠点に、子どもたちが家庭の経済環境に関わらず、 

文化芸術活動を通じて自己肯定感を育むため、新たな支援事業を実施す

る。 

２ 事業概要 

  「あだちっこくらぶ（仮称）」を創設し、以下講座を開設する。 

（１）期間 令和３年７月２８日から令和４年３月３１日まで

（月２回×９か月×２講座 計３６回程を実施予定） 

（２）場所 ギャラクシティ

（３）対象 小学校３年生から６年生までの児童

（４）内容 主に音楽関連（ボイストレーニング、ＤＴＭ（デスクトップ

ミュージック）など）の指導

３ 実施方法 

ギャラクシティ指定管理者に委託する。なお、委託料の一部について

は、文化庁の令和３年度地域文化倶楽部（仮称）創設支援事業から歳入

予定 

今後の方針 
引き続き、文化芸術に親しむ機会を提供し、文化芸術推進計画の施策

を推進していく。 
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行事実施結果（５月１日～５月３１日） 

公益財団法人足立区生涯学習振興公社 

事業名 日時 会場 参加人数 

あだち放課後子ども教室 

安全管理講習（応急手当実技） 

講師 NPO法人 JAEA（ジャイア）（日本災害救護推進協議会）

5/11（火）～ 

5/31（月） 

千寿桜小学校 

他 9校 
142人 

読み語りのためのボイストレーニング講座 《5日制》 

5/20～6/24毎（木） 10：00～12：00 

最終日 6/24 13：00～16：30おはなし会実習 

講師 山下芳子氏 （足立区演劇連盟事務局長、朗読指導者）  

5/20、27（木） 

10：00～12：00 生涯学習センター 中止 

あだち放課後子ども教室「見守りスタッフ」活動説明会 
5/27(木) 

15：00～16：00 
生涯学習センター 6人 

コンサート inミュージアム 昭和の家〈平田邸〉 動画配信

1 施設・出演者の紹介 

2 コンサート風景 

 ～春の訪れはフルートとヴァイオリンの調べにのって～ 

出演 森岡有裕子氏（フルート）、森岡聡氏（ヴァイオリン）  

5/21（金）～ 
昭和の家 

〈平田邸〉 
- 

スポーツ指導者スキルアップ講習会 「運動機能向上

のためのトレーニング」（前期高齢者の運動指導） 

講師 田中秋乃氏（健康運動指導士） 

5/29（土） 

10：00～15：30 
生涯学習センター 中止 
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行事実施予定（６月１日～６月３０日） 

事業名 日時 会場 予定人数 

第 1回「あだち放課後子ども教室実行委員会」 
6/2（水）～ 

6/22（火） 

花畑小学校 

他 15校 
- 

あだち放課後子ども教室 

安全管理講習（応急手当実技） 

講師 NPO法人 JAEA（ジャイア）（日本災害救護推進協議会） 

6/3（木）～ 

6/29（火） 
西新井第二小学校 

他 10校 
- 

読み語りのためのボイストレーニング講座 《５日制》 

5/20～6/24毎（木） 10：00～12：00 

最終日 6/24 13：00～16：30おはなし会実習 

講師 山下芳子氏 （足立区演劇連盟事務局長、朗読指導者） 

6/10、17、24（木） 

10：00～12：00 

6/24（木） 

13：00～16：30 

おはなし会実習 

生涯学習センター
中止 

「スペシャルおはなし会」 ～読み語りキャラバン 

in 学びピア～ 

出演 自主サークル「読み語りキャラバン隊・きらきら」 

6/24（木） 

15：30～16：00 
生涯学習センター 50人 

第 82回あだちアートリンクカフェ 

テーマ 詩を感じるとき（仮）

ゲストスピーカー 黒川武彦氏 

（詩人、俳優、映像作家、BUoY スタッフ）

6/25（金） 

18:30～20：00 
生涯学習センター 30人 

スポーツコンディショニング講座 ～コンディション

を整えるとは？～ 

講師 宮下智氏（帝京科学大学・大学院教授、医学博士） 

6/26（土） 

10：00～12：00 
生涯学習センター 30人 
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